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樹木の毛茸図設 (1)

緒

l込林技官

農林技官
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倉 田 金二郎

中卒幸助

生物は毛を有すると言つでも過言で左い程動物~ (特に 1哨乳動物.... . . . Haartiere と言わ

れる。〕 及び植物 (特に陸生植物) の多くは発生初期或は一生を通じて一部叉は全音11 1'1:毛を有す

u るものである。 毛の形態がその種属を判別する上に甚だ役立つととは動物方面で早〈認めら

れ， 研究もされ叉応用もされている。(例えば人の毛は法医学上重要視されているととは周知

の事柄であるつ )

縞物に於て も特有の毛茸を有するととが研究発表されたものが少くないが，就中林業方面で

は白沢保美博士，柳田由蔵翁はその有無 ・ 多少 ・ 触感 ・ 色調等を重要視され，品種識別の拠点

とされている程であるよ筆者は三組の 3 品種が，その毛主字形態によって明かに識別し得るとと

を究め，更に他の核1'*でも毛茸形態におって識日 Ij可能な場合の存するととを知ったが， (毛茸

による特用樹種の品種識別に関する研究，ヰ柑芝試験報告第 40 号昭和 23 年)将来モ茸の形態

による分類 ・ 識別分野も開拓余地が充分存すると考える。 従って一応樹木毛茸について共の各

kの形態を明かに してゐ〈必要があるので着手したっ

毛茸は時期により，老若により，大小により或は環境によ P その形態 ・ ヂ小等を異にする場

台、が多いので ， 只単にある時，ある3廷の毛茸について描画 ・ 記述しでも之が其の全てを代表す

るとは考えられない。今日迄の葉毛 (Blätterhaare ) の記載は斯かる点を左程吟味してい友い

ようで， 従って記載事項が不完全で、ある場合が少〈友い。 ]!rJ ちあらゆる時と資料の数々につい 。

ての調査によらねば完全とは言えない。それ故不完全であれば不完全で もよいが，せめて毛茸

について記載する以上は採取 ・ 検鏡年月日は必歩明記しなければ，その事実さえも不完全なも

のとなる。

動物の毛でも 1~2 週間，長くとも 1 ヶ月毎に抜毛し新生する とされているが，植物の毛茸

も それ程の短期間でないにしろ脆毛し，新生されるものが存するようであるり

毛色は黒褐色 J 褐色 ・ 淡褐色系のものが多いが，図では其他の色も全て便主主之を盤で示し

た。外見上の色は化学的'色彩による外に物理的色彩に左右されると とが多い。例えば全〈毛主F

K色素がな仏か又は色素の乏しいものが透明に見えないで白色に見える如き場合が多い。斯か

る場合毛茸内部は無色叉は透明と記載したが，外見上は白色である ととに注意を要する。

文中毛茸の長さを L ， 幅を B ，直径を D の記号で夫々略記し，単位は μ，叉 ( K ) ,CM) , 
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( S ) , ( Y ) で示したものは夫 k 3たり著書によるものである。

(K) 工藤 ffj，(~ - 舜 日本有用樹木分類学

(M) 牧野 富太 郎 植物図鑑

(S) 佐藤潤 干 満蒙樹木誌

(Y) tpp 問由 蔵 森林樹木の雅71i図説

毛茸の名称、及び分業主j的位置について今回はあまり重点をゐかす';，何れ訂正を要するものも出

て来ょう し， 又満足出来泣いものも出て く ると予想されるので， 他日 i亡譲りたい。

f占j本図設を公表:するに際 し N~tolitzl<y の Die Pflanzenhaare を移1I示教下された河田博士

に1架 〈感謝する。 ( 1948.3.24. )

てまりばな Vibrnum tomentosum Thunb. var. ρ!z'catum Maxz'm. 

すいかす=ら科

C採取i也 大正見本園 〔高知県幡多郡大lE IlIJ大E試験地内 〉

0葉毛 (1944.6.6. .. .. .. ..採取 ・ 検鏡年月日 )

多細胞毛 (Die Mehrzelligen Trichome可に属する叢毛 (Büschelhílare) である。内部全

体褐色，細胞数 5-9 箇で，斯かる毛茸は放射状多制胞毛 (Straþ.l~ngsmehr記ellige Haare) 

と言い，図 ~þ ( A ) は側面で ( B ) の如く見える o :j\g表聞に殆んどなく，主として裏聞に存在

する。(第 1 図 、 L 150-500μ ， B 20-23μ) 

~t 1 図 (1)

A 

、

(S) からすがます=みの葉は星モ。

Cy) 新薬は毛を有す。

0冬芽毛

葉毛に同じ。

第 1 図 (2)

斗μ

8 



樹木の毛茸図説 (工) (倉田 ・中平) - 3 -
酔

0校条毛

， 1 年生校に密生し， 業毛~同じっ

2 がまずみ Vz'b1'unum dilatatum Thunb. すいか歩、ら科

第 2 図

A 
B 

第 3 図

A 

同じ。 2 r，1_~生枚では単細胞毛のみで冬芽毛 (A ， B ) に同じ。

0採取地 大正試験林

O葉毛 (1944.6.8.) 

多'細胞毛で，細胞数 2~3 箇

の叢毛。無色又は淡褐色を呈

し， 表裏両面に密生する。(第

2 図 L 100-550 , B 17-27) 

(S) 裏面には移!çfZ::毛多し。

(M) 表裏両面l乙毛あり。

0冬芽毛

単細胞毛 (Einzellige Haar) 

及び多初i胞毛で，外見何れも淡

褐色，内部全休淡褐色p 多細胞

モは細胞数 5~8 筒。(第 3 図

L 100- 550 , B 20-33) 

O校条毛

1 年+ktLは多細胞叢毛及び単

語IllEl'i毛が存在し，前者は細胞数

2-10 箇，冬芽モ ( C ， D ) に

3 あめりかきささげ Catal�a bignon�ides Walte?'. のうぜんか?づら{;;[.

o+tJr~地改正見本閤

O葉毛(1948.7 . 8. ) 

一列多細胞毛 (A入単細胞毛 ( B ) 及rJ腺毛 ( C ) の 3t主が混生する。

A は内部1J1fi色叉は褐色を主し， */Il胞数は 2~7 t.mで ， 宴而i}j)[U二K多く表ri'ii I'Lは稀K存下Eず

『

-0。

B は内部無色又は淡楢色で， 友*~J，: fz::}j)[U. f'L多 くイ長在する。

C は頭状毛で，頭部褐色をE- し，若葉表而だけに散在するが，次第l乞萎縮脆落して成葉に

は存在 し主主いっ D は頭部上面を拡大したもので但tめて多く分裂しているもの もあるo C第 4 図
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A 及び B L 250- 600 , B 20-25; 第 4 図

C L 33-40 , D 40-50) 

0冬芽毛

一列多細胞毛，単細胞毛が密生し， 業毛K同

じ。

0校条毛

新校にー列多細胞毛， 単細胞毛及びJJ泉毛が存 尽 (( 轍在する。葉毛K同じ。

哩P

A B C 

4 くさぎ Clerodend1'on ir�:hoiomum Thuub. くまつづら科

0採取地大正試験林

O~毛 (1944.6;10 )

D 

淡招色のー列多細胞毛 (Einzellreihige Haare) , 細胞数 4~10 筒 ， 表面に殆んど毛茸な

し 稀に;存在する。但し裏面[脈上に省主!三する。 (第 5 図 L 350- 800 , B 33-40) 

(S) 両商に細胞多し。

(y) 裏面は全面位状モ， 表面全面粒状毛を帯広:。

(M) 葉は短毛密生。

0冬芽毛

第 5 図

A 



樹木の毛茸図説 (1) (倉田 ・ 中 2J-")

葉毛K同じ。

O杖条毛

1 年生校K密生 し， 葉毛に同 じ。

5 や~~むら さき Callicarjうa mollzs Sz'eb. et ZUCC. く まつづら科

0採取地 大正試験林

O葉毛 ( 1947 . 8 . 7. )

-':5-

多細胞D樹投状毛 (Balill1haare A, B) 及びー列多細胞毛， 細胞数 2""，，4 筒 ( C ， D ) ， 共

の他l原毛 (Drüsenhaare E, F) の 3 種がある。

A-B は内部無色又は淡褐色っ但し C ， D の先端部は褐色。 E ， F は黄色。 衣装両商に

密生 し， 裏商に A-D が ， E , F は両面に存在する。 C第 6 図 A一D L 200-550, 

B 25"""35) 

(S) 多毛。

(Y) 葉裏に直立毛あり つ子類提縁には刺状毛宿生す。腺毛状の毛を混歩。

(M) 全面K毛茸を有す。

0冬芽毛

葉毛の A ， B I'L 同 じっ

O枝条毛

1 年生枝及 2 年生枝に密生 し ， 葉毛の A ， B Iと 同じ。

第 6 図

A B 

E 

C D 

6 むらささしさぶ Callicarρα japonzca Thunb. く ま つづら科

0採取地 大正試験林

O葉毛 ( 1944.8 . 8. )

爪状の単細胞毛 C D ， F ) 及び菊花盃状の多細胞毛 CA ， B , C ) がある。本種の菊花盃状毛



- 6 - 林業試験場研究報告第 47 号

はやまもものそれと外形酷似するが，花弁は多裂で著しい主主がある。 D ， Eの内部は無色で，

AーC は淡黄色を呈す る。 A は表聞では散生，裏面には多く存在する。本麓はやぶむらさき

と葉形は似ているが， 毛茸の組箸iの差異の外，共の形態 ， 種類:は更K著しい差がある。

(第 7 図 A-C L 40- 50 , B 60-80; D-E L 60- 120 , B 40-50) 

(Y) 裏面主脈上及表面短毛続生す。

(S) 両商初め粉状の京!日毛あるも後rf:I'んど :lF-i'骨。

0冬芽毛

多細胞モ，外見白色p 内部1!!~色。 多:5).三は鱗片に包まれす"， 各:;!;j三 L業jわが併、出されている

が，との薬に毛茸密生 し， 繭来本1霊は無毛とされているが，幼時は有毛，共の細胞数 5-7 筒

の叢毛でる る。 (第 8 図 L 70- 200 , B 20-27') 

O校条毛

1 年生校， 2 年生枝に存在し， 冬芽毛に同じ。

白 第 7 図

\ノ も d 
A B C D E 

第 8 図

A B 

フ はまくさぎ Premna mz"croρhylla Turcz. くまつづら科

O採取地大正試験林

O葉毛 ( 1944.6.10. )

一列多細胞毛，外見白色，内部告!~色又は淡補色， 全

聞に斑点がb0 'l 表裏共に疎生し， 1.民t及び葉柄にそを

生する。細胞数 3~5 tむのものが最も多い。(第 9 図

L 200~350 ， B 20~27) 

、 ( Si) -'二商及び葉柄に制モーあり 。

(M) 記載悲し。

第 9 図



0冬芽毛

~毛に同じっ

O枝条毛

樹木の毛茸図説 (I) l倉問 ・中卒)

. ー

1 年生枝に管生し，萎縮 して部分的に帯状化したものもある。葉毛に同じ。

8 けふちくとう Ner�m �dz'cum Mz1l. (，ナふちくとう科

0採取地 高島見本国 (岡山県上道郡高島村高島分場内〉

第 10 図 0葉毛(1947 . 9.2 . ) 

- 7 -

単細胞曲毛，外見白色，内音1111民但~，表裏両聞にf{在し，

特に若葉3昼間に特生する。 (第 10 図 L 100-200 ， 、

B 10-20) 

0冬芽毛

葉毛に同じ。 " 

A B 
O枝条毛

1 , 2 年生枝に務生し，葉毛に同じ。

9 まんなとねりこ Fraxz'nus ornus L. ひひらぎ;[;;1

0採取地 高島見本国

O葉毛 ( 1947 . 8. 10. )

一列多細胞毛及び頭状毛。官官者は外見褐色，内令官補色，裏面に存在する。問状毛 (日 ) は頭状

第 11 図

受診

B 

C 

A A 
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部は無色又は茶褐色。裏面では脈上にのみ， 表面には少 し く

存在する。(第 11 図 A L 250- 400 , B 20-25; L 40 

-50, B 30-40) 

( Y ) 鋸歯聞の底に刺状の毛あり 。

O冬芽毛

一列多細胞毛 ・ 外見白色，内部無色又は淡褐色，冬5J三の先

端部に密生し， 突起は葉毛より高い。(第、 12 図 L 250-

400, B 20-ー25 )

O核条毛

先端部に停在 し， 冬芽毛に同じ。

第 12 図

A 

10 ・ ζ ばのとねり ζ Fraxinus Sz'eboldiana Bl. ひひらぎ科

第 13 図

0採取地 高島見本国

O薬毛 (1947.8 . 30. )

B 

多細胞毛， 外見褐色，内向淡褐色，裏面葉脈

上に密生する。 (第 13 図 L 4.00- 600 , 

B 20-25) 

O冬芽毛

先端部は密生し，葉毛より小さいがよ く似て

ν、る。

0校条毛

1 年生枝先端部に存在し，冬芽毛に同じ。

1 1 ねずみもち Ligustrum jゆonicum Thunb. ひひ ら ぎ科

0採取地 大正試験林

O葉毛 (1944.6. 10. ) 

葉毛の存在は認められない。



樹木の毛茸図説 (1) (倉田 ・中卒) - 9 -

第 14 図 (S) 両商王子滑

先立蹄~I'L存在し，冬芽毛に同じ。

0冬芽毛

多制胞毛，外見淡褐色又は白

色，内部無色叉は淡褐色，細胞

数 2~7 箇。先立締自に少 しく 存

在する。(第 14 図 L 100-

250 , B 25-30) 

O枝条毛

12 きんもくせい Osmanthus aU1-antz'acus Naka� ひひら ぎ科

0採取i也 大正見本園 第 15 図

0葉毛 ( 1947.812. )

存在 しない。

( Y ) 記載友し。

(M) 記i段友し。

O冬芽毛

多細胞毛，内部補色，稀に存在する。 (第 15 図 L 50ー70 ， B 10-15) 

O校条毛

1 年生枝に稀に存在し，冬芽毛に伺じ。

13 いぼたのき �'gustrum Ibota Sz'eb. var. angus#folium Blume. 

O:J宋取地 高島試験林

O葉毛 (1947. 8. 10. )

多細胞毛，外見淡褐色，内部淡色又

は無色，両面に存在し，表面葉脈」二K

特に密生する。細胞数 3~12 箇。

(第 16 図 L 200- 450 , B 20-30) 

(S) 表面平滑，裏表には毛多 しっ

( Y ) 記i蹴な し。

0冬芽毛

葉毛K同じ。

ひひらぎ科

第 四 図

ミ

• 



- 10 ー 林栄試験場研究報告第 U号

0校条モ

HI三生校にそ託生し ， 業毛に同じ。

14 らいらっ く Syringa vulgarz's L. ひひらぎ科，

第 17 図

f 
A ~ B 

D 

0:1交条モ

，イ7・在し左い 。

ーC

0採取i也大J I三見本闘

o~毛(1947. 7. 28 . ) 

WJí状毛 (A ) 及び一列多細胞毛 ( C ) が千了ー在

する。若葉V1芝町だけに疎生し成葉となるにし・

たがって萎縮!此砕する。 B は頭状モーの萎縮し

たもので毛制音[1は帯状化している。友;j;，- ， 業務、

Kは網目状の円銑形毛 ( D ) が存在する。

(第 17 図 A 及び C L 150ー250 ， B 15-

27; D L 30- 80 , B 25-30) 

0冬芽毛

存在しないの

15 えC、の き Styrax jalりonz'ca Sieb. et Zucc. えごのき和十

otPl1X.地大lE試験林

O~荘毛 、 1947 .7.8 . )

放射状毛~叢毛，外見淡補色，内部

1!!~色又は制色，両面 I<::-}{在し，制l胞数

は表聞のもの最多 8 箇，裏面のもの最

多 10 筒で，普通 6~10 簡である。

(第 18 図 L 80- 100 , B 10-15 

D 160-200) 

O~る芽毛

~毛より大き いが大体同じ。

O校条毛

1 年生校1<::存在し，冬芽毛に同じ。

第 18 図

A B 



樹木の毛茸図説 (1) (会削 ・ 中卒) - 11 ー

16 なつはぜ Vacdnz'um dHatum Thunb. つつじ科

0採取地高島試験林

O~毛(1947.9 . 7. ) 

j礼

第 19 図

z
r
k

色
町
\
』

l
‘

L

a

e
-
-
i
l

:
、
，
r
V
1
J

u

l

・

!

'

i

ド

ー

B C 

0紋条毛

1 年生校に存在し，~モ (A ， B ) に同じ。

多細胞列毛 ( C ) ， 単細胞毛 ( B ) 及びー列

多品!日胞毛 ( A ) ，外見白色叉は補色， 内部無

色叉は補色。 ( C ) は両面K散生し，表商iの

ものはまー聞のものより大きい。 ( B )及び( A)

は班点状に庇のある庇毛である。 (第 19 図

A , B L 200- 500 , B 15-25; C L 500 

- 700 , B 20-50) 

(Y) 表面殆ルど無色な るも，装ñfri主脈

上K腺毛疎生 し或は之を欠〈。

0冬芽毛

単車IU胞毛は先端部に存し，葉毛、 B ) に同

じ 。

r 7 ねぢき pz'eds ellz"�#ca Nakaz". つつじ科

0採取よ也 大正111J中津川

O葉モ (1943.7.20 . )

第 20J1 図

A B 

W; 21 図

C 
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単車fIl胞毛 ( A ， B ) 又は多細胞毛 ( D ) ，或は多細胞双毛 (Doppelhaare C. ) も存在する。

A , B 共表百jl'L敏がある 。 AーC は何れも無色で， D の基部褐色を主 し， 他の大き友細胞

部分は無色である。 A-C は裏面K多く， D は表商に多い。(第 20 図 AーC L 350-

650 , B 13-20; D L 200- 300 , B 15-20) 

(S) 表商主脈上少毛あり，裏面JlJ[u.*mモ多 しっ

(Y) 表面毛を散生す。

(M) 表面無毛， 裏面に毛茸あり。

O冬芽毛。

単細胞毛，外見白色，内部基部淡褐色，共の他は告!~色，毛主j=休は屈曲(波状〉している。

(第 21 図 L 250-350 , B 25-30) 

0校条毛

1 年岳伎に存在 し， 冬芽毛に同じ。

18 しゃしゃんぽ Vacci‘'n z'um bracteatum Thunb. つつじ科

0採取地大正試験林

O葉毛 (1948 .8.10. )

第 21 図

グ
何
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A B 

単細胞毛の曲毛で，内部無色又は淡褐 色， 全

面に雛があり鰍薬事柄基部lて稀に存在 し，葉商

にはない。 B は A を拡大 したもの。 (第 22 図

L 50- 140, B 10-15) 

(Y) 葉裏及び葉柄I'L Ër毛組生すっ

( S ) 記載な し。

(M) 記載注 し。

O冬芽毛

芽包先端部に稀に存在 し， 葉毛に同じ。

O校条毛

若枝先端部に存在 し，葉毛l亡同じ。

19 あせび pz'eris jaρonica D. Don. つつ じ科

0採取地大jE試験林

O葉毛(1948 .7 . 18. ) 

単細胞毛 (A) 及び1践毛 C B) の 2 種が存在する。

A は曲毛で内部無色叉は淡褐色，葉柄に密生 し葉町には存在 しない。



樹木の毛茸図説 ( 工) (会問 ・ 中卒) -13-

B は頭状毛で内部褐色， 鰍3廷の表

裏面共に点在し，成葉とえ主るに したが

い萎縮股落する。 C は B を拡大した

もの。 (第 23 図 A L 100-150 , 

B L 60-100 , D 30-50) 

(Si) 革質にしてモなし。

(M) 記オ古なし。

0冬芳三毛

芽包先端部に少しく手f.在し， 葉毛

(A) fて 同じ。

0校条モ

1 年生枝K存在し，葉毛 ( A) に同じ。

第 23 図

?? 
A B C 

20 り ょう ぶ Clethra barbinervis Sieb. et Zucc. りょうぶ科

0採取地大正試験林

O葉毛 (1947.7.8. ) 

一列多細胞毛又はー列多細胞からなる 2~8 f~ïの放射状毛~叢毛で，外見白色，内部無色叉

A 

0冬芽毛

第 24 図 は淡褐色を呈ーする。裏面は表面よ

り 長い。ー列多細胞毛は放射状毛

より長大で，両面共に葉脈上t亡多

い。放射状毛の細胞数は 5~6 箇

が長 も多 く，一列多制胞毛の細胞

数は 2-15 箇で るる。 (~~ 24 図

A L 200- 450 , B 33-40; 

B -C L 100-200 , B 20-27) 

多細胞毛及多細胞毛から友る叢モ，外見淡褐色， モ茸内部淡褐色， 時には無色の音11分 も る

り， 短モ ・ 長モ混生する。

O~夫条毛

1 年生枝に密生し， ~堤モに同じ。
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21 みづき Conus controversa' Hemsl. みづき科

0採取地大正試験林

O~毛 ( 1944.6.7. )

Malpigische H濛re tc属する単純l胞の突起毛 (Warzenþaare) で大部分無色であるが ， 1n~突

起或は淡抱色を呈するものも多少存在する。突起は上部に多く下部に少い。(第 25 図 L 150 

- 300 , B 20-27) 

(S) 裏聞は粉白色にして， 微細友 る横臥毛を続生せり。

(M) 裏商白色を帯び微毛を布く 。

0冬芽毛

相当存在 し， 葉毛K同じ。

O校条毛

1 年生校先端部に少 しく存在し，~毛に同じっ

第 25 図

勺グ苛む勺タ〉てミミコグ
A 

、

B C 

22 くまのみづき Cornus brachyρoda C. A. Mey. みづき;f*

0採取地大正試験林

O~毛 (1948.8.7 . )

第 26 図単車[[1胞で，全面に突起のる る

短柄型毛，外見白色，内部無色

又は淡補色， 表裏共K 存在す

る。 B は上商を見?ともの。 (第

26 図 L 150- 400 , B 20-

40) 

、海~A ぐさ去三~

(Y) 両商共に淡緑色なるも，白毛続布するがî\t fと科1"< 白〈見ゆ 。

(Si) 両面白色の横臥毛ありつ

(M) 記載友 し コ

B 



樹木の毛11:図説 (工) (会問。中卒) - 15 ー

0冬芽毛

外見褐色，内部褐色又は濃褐色を呈 し，葉毛に同じ。

0枝条毛

若枝に存夜 し， ~毛K同じ。

23 はなみづき Cornus florida Linnalus. みづき科

第 27 図

〈ごミミお〉

A 

GESP 
B 

/ 

50) 

O冬芽毛

葉毛K同じ。

O枚条モ

若校先端部K散生し，業毛に同じ。

C 

0採取地 大正見本闘

1 0~定毛 (1948.7.7 . )

単細胞毛，外見 I~色，内

部無色叉は淡樹色，短約T

型毛 (A ) 若はY型毛 ( C )

で全面に沈がある。表裏共

lζ混生するがY型毛は裏面

に多いようであ る。 B は上

面を見たもの。(第 27 図

A L 200- 250 , B 40-

24 さ苔すベり Lagerstroenda �dica L. みそはぎ科

0採取地大疋試験林 第 28 図

。葉毛. ( 1948.8.29. )

単細胞毛で，外見白色，内告r11A~色叉は淡補色，表裏面共に存

在する。 (第 28 図 L 100- 500 , B 10-20) 

(Si) 裏聞は淡緑色K して微モを生せり 。

ゅの記載恋し。

0冬芽毛

葉毛に同じ 0

. 0校条毛

1 年生校に存在し， 葉モK同じ。
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25 あきぐみ Elaeagnus umbellata Thunb. ぐみ科

0採取地大正見本園

O葉毛(1941.. 7.11. )

放謝状の多細胞で， A一c ([)如く細胞数 6 箇のものから 70-80 簡のもの迄， かなりその

範囲が広 <， 形態千差万別，今日迄勅章毛 ( Schild haare ) の代表として C f'L属する、のが

挙げられているが，必宇しもとれに限らない。 即ち A の如き星状毛もかなり存在する。一般

に叢毛 ・ 星状毛 ・ 弱j章毛の 3 者聞には明確な境線がえにく，見る人の感じに左右されるととが多

大である。 (第 29 図 L 70-100 , B 10- 15 , D 150-200) 

0冬芽毛

劉j章モとして代表的なもの。多細胞毛，外見白色又は褐色，内部基部淡褐色，向上部褐色或

は無色， 1 本の細胞の基部は更に小細胞の集合であるが，葉面の毛茸は単細胞の集合である。

第 29 図

A B 
C 

第 30 図 (1)



樹木の毛茸図説 (工) (倉岡 ・ 中卒)

第 30 図 (2)

Schildhaare 

3 4 

- 17-

以コ2 

号

(Nach Servettaz) 

1 Einfaches Schild mit kutinisiertem Sti巴1 (cutj 

2 Isolierte Schildzellen (a im Querschnitt, b , c im Langschnitt) 

3 , 5 Schild mit aufgesetzten Zellen 

4 Abzweigungsform der Zellen am Buckel des Schildes 

即ち本毛茸の如きものを複多細胞列毛と称すべきであろう。 (第 30 図)

O校条毛

l 年生校に密生し，冬芽毛に同じっ

26 がんぴ Wz"kstroemz'a sz'kokz"ana Franch. et Sav. ちんちゃうげ科

第 31 図

1 年生枝先立f品官官に多少存在し，葉毛に同じ。

0採取地高島試験林

O葉毛 (1944. 7 . 10. )

単細胞毛，多見白色， 内部無色，曲毛状で表

裏両面に存在する。(第 31 図 L 150-250 , 

B 15-20) 

(y) 表面白毛散生，裏面白毛生じ肱I:.I'L

は梢多し。

0冬芽毛

葉毛に同じ。

O枝条毛
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27 みつまた Edgewo:rthia paρ'y:rzfe:ra Sieb et Zucc. ちんちゃう げやト

0採取地大正試験林

O葉毛 ( 1944.6.7. ) 

単細胞の庇毛 (Warzenhaare) ， 突起

数は品種 (静岡種，中間種，高知種)に

よって異っている。図示の毛茸基部が曲

っているのは撒葉に存在する からで あ

る。(第 32 図 L 250- 500 , B 15-

20) 

O冬芽毛

全面に緒羽i し，葉毛に同じ。

O校条毛

1 年生枝先立l鵠ß I'L残存し，業毛に同じ。

第 32 図

A B C 

28 きぶし Stachyu:rus ρraecox Sieb. et Zucc. きぶし和十

第 33 図 o採取地 大正試験林
第 34 図

A B 

。枝条モ

イ子在 しない。

O~寝毛 ( 1947.7.25. ! 

一列多細胞毛，外見白色，内部1~~色叉は;唆抱

色， 裏面脈側， 表商業服基部に存在 し，細胞数

は 2~8 箇 ， 大小 2種があり 3 大きい毛茸 (A)

は概して細胞数が少い。(第 33 図 L 200-

350 , B 20-27) 

O冬芽毛

単細胞毛，内部基部i淡褐色，冬芽先端部分に

少し く存在す-る。(第 34 図 L 300- 450 , 

B 15-20) 

29 いひぎり Ides臼 ρolycarρα Maxim. くすどいげ科

0採取地大正試験林

O葉毛 (1944 .6 .7. ) 



樹木の毛主平図説 (1) (倉!士l ・中 司王) - 19 ー

第 35 図

C 

A 
B 

先端部に稀に存在し，~毛に同じ。

単細胞毛叉;は多品/il胞毛， 内部力l~色叉 I'Ì禍

色，撤業では両面に1Yするが，開業では納部

にのみ存在する。(第 35 図 L 130- 350, 

B 13-18 ( A ) は毛茸基部拡大図)

CY) 上面は平滑光沢あり。

0各芳三毛

単細胞毛又は多細胞毛，外見白色， 内部無

色，先オ/前官によか し く存在 し，~モ IC同じっ

0校条王ß

30 さざんか CamelUa Sassanqua Thunb. つは、き科

0採取地大正試験林

O葉毛 ~ 1 947.7 .7. )

単細胞毛p 外見白色， 恭部内部淡黄色，両面K存在するが ， 裏面毛茸の方が長大のようでb

k 又~比に多く存在する。 (第 36 図 L 150-800 , B 10-27) 

第 37 図

、 第 36 図

、

8 

A 

A B C 
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(M) 概形つばきに似たれども葉小さし鰍3廷に密毛あるを以て異 りとす。

O冬芽モ

単細胞毛 ， 外見白色，基部内部淡褐色，共他は生!f，色，モ茸休は波状に屈曲している。(第 37

図 L 150- 600 , B 15ー27 )

0校条毛

1 年生校に存在 し， 多~三毛 l亡同じ。

31 さかき Cleyera ochnacea DC. つばき科

0採取地

O葉毛(1947 .7. 6. ) 

単細胞毛で外見白色でるるが， 内部無色叉は淡褐色を主

し， 痛手たものもある。基部及葉柄に疎生する。(第 38 図

L 200-300 , B 20-30) 

(S) 両面平j骨

(y) 記11まお:し。

O冬芽毛

先~11締官に疎生し 3 葉毛に同じ。

O校条毛

幼茎先端情jìfて稀に存在 し， 業毛t亡同じ。

第 38 図

32 むくげ Hz'Mscus syrt"acus L. あふひ科

0採取地高島村

O葉毛(1947.7. 1. ) 

A B 

第四図

C 

, 



樹木の毛王手図説 (工) (倉田 ・ ql 司王 ) - 21 ー

第 40 図

1 年生枝K密生し，冬芽毛に同じっ

単品rn胞毛 ( A ， B ) 又は多細胞毛 ( C ) で，

後者は細胞数 3~8 箇の叢毛放射状モで、ある。

淡巣色叉は力!~色で両面に散生し ， 'jlJl\しとには比il皮

的に多く存在する。(第 39 図 L 300-ξ00 ， 

B 30-50) 

(Y) 来@廷は初めは剛毛を組布す。

O冬芽毛

多細胞毛で外見白色，内部中央紫黒色，出11IJJí2

数 12 筒のもの最多で，共の範聞は 9~15 簡で

ある。 (第 40 図 L 120-600 , B 30-40) 

0枝条毛

33 ふょう Hibi・'scus rmeiabz"lis L. あふひ科

0採取地大正試験林

O某:毛 (1948.8.5.)

放虫、j状毛 ( A ) 及び!脱毛 ( B ) の 2 極が存在する。

A は叢毛状で外見白色，内部無色又は淡補色，表装共に存在し ， 表面より裏面に密生する。

細胞数は 5--10 箇で 6--7 箇のものが最も多い。

B は内部褐色で、若葉の表面だけに散在し，次第に萎縮脱落して成葉には友い0 ・(第 41 図

A L 200-350 , B15-20; B L 50-100 , D 40-60) 

(Y) 葉縁に毛遣うに装商脈上の下方及d、薬品]にも毛を有す ， 表面には子葉と共に紘点凸起

第 41 図

A 

e 
雪
B 

t芯

l〆

C 
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務祢iす。

(M) 記iiまた し。

O冬芽毛

放射状毛で葉毛に同じ。

O校条毛

ltrj三生校に放射状毛及び脱毛 ( C ) の 2 極がある。

放射状毛は~毛に同じく， C は楽町の腺毛と異なり，ー列多京ru胞からなる長柄の頭状毛で，

若枚i乞存在 し弐第に萎縮脱落ナる。(第 41 図 C L 300- 450 , D 30-40) 

34 けん!まなし Hovenz'a dulcz"s Thunb. くろうめもどき科

0;宗取i也大正試験林

O~毛 ( 1947.7. 10. )

一列多細胞毛，外見褐色，内部1A~色叉は淡褐色。 両

耐Ic存在するが ， 裏商には多く且小さい。 細胞数は

3-15 簡である。 (第 42 図 L 300- 4':0 , B 15-

27) 

0冬芽毛

~~モK同じ。

O;{支条毛

1 年生校fc 少し く存在し， 葉毛に同じ。

第 42 図

35 むくろじ Sa�z"ndus Mukurossz" GCe1'tn. むくるじ科

0採Jlÿ)也大正見本国

第 43 図 第 44 図

A B A B C 



樹木の毛王手図説 (I) (倉問 ・中 司王) - 23-

0葉毛(1947.7.14 . ) 

一列多細胞毛 (A ) 及び脱毛 ( B ) の 2 極がある。 前者は市rn胞数 2-3 簡のもの多< ，法部淡

椅色叉は全休無色。後者は頭状音[\茶褐色p 稀に無色のものがるる。 両面に存在するが， B は

表商脹」二に多い。 (第 43・図 A L 120- 400 , B 20-27; B L 60- 70 , B 40-50) 

0冬芽毛

単細胞毛，外見茶褐色，内部褐色叉は淡補色で曲モ状で革うる。(第 44 図 L 100- 4CO , 

B 20-27) 

O校条毛

1 年生枝に存在し， 多細胞毛，単細胞毛も現存し，業毛 (A ) に同じ。

36  はう ちはかへて‘ Acer jaρonzcum Thunb. かへで科

0採取地大正見本閤 第 45 図

O葉毛 (1944.7.20. )

単細胞モ，内部無色， 2E泡部 ( V ) がまうる。大部分は屈曲す

る。毛壁 (Haarwand~ は極めて荷ーし 両聞に存在する。(第

45 図 L 400- 500 , B 15-20) 

0冬芽毛

葉毛K同じっ

O枝条毛

1 年生枝先立1綿~VC存し，業毛に同じ。

37  ねぐんどかへで Acer Negundo L. かへで、科

0採取地 大正見本因

。葉毛 ( 1944.7.7. )

• 

単細胞毛 (A ， B ) と.腺毛 (C) がある。前者は屈曲毛叉は曲毛状， 全体無色又は淡褐色3

両面に存在 し，表聞の毛茸は基面のもり桂屈rlè していない。(第 46 図 A-B L 200-600 , 

B 15-20; C L 50 , B 35) 

(Y) 撤葉は白戦毛組布。
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第 46図第47 図

ぐ
B 

A 

0冬芽毛

単細胞毛， 外見白色， 内部無色叉恭部は時には全休褐色或は淡褐色。 (第 47 図 L 200-

500 , B 15-30) 

O枝条毛

1, 2 年生枝に存在し， 2 年生枝は少主主(， 冬芽毛に同じ。

38 ごんずい Euscaρhz's ja�onzca Pax. みつばうつぎ科

0採取地大正試験林 第 48 図

O葉毛 (1947.7.7. )

単細胞毛，外見白色，内部淡補色又は補色，両首1脈上に密生

し，豪商は表面より長大で、あ る。 (第 48 図 L 100- 450, 

B 23-27) 

O冬芽毛

少しく存在し，曲毛の形を示す。 他は葉毛K同じ。

O校条毛

若葉柄附着部に少しく 存在し，業毛K 同じ。



樹木の毛茸図説 (工) (倉岡 ・中卒)
〆『

39  まゆみ Euonymus Sz"eboldz'ana Blume. K しきぎ科

。採取地高島試験林

O葉毛 (1946. 8.9. )

存在し友い。

(S) 両面平滑。

(Y) 毛茸記載なしっ

(M) 両面19~毛。

0冬芽毛

存在し主主い。

O校条毛

存在し友い 。

40 ぎんまさき Euonymus jaρonz"ca Thunb. にしきぎ科

0探取地大正見本国

O葉毛 (1944.7.8. )

存在しない。

O冬芽毛

存在 しえに い。

0校条毛

存在した工い 。

41 もちのき Ilex ù1tegrα Thunb. もちのき寺斗

0採取地大正試驚林

O葉毛 (1946.8. 1. )

存在 しない 。

(Y) 言己す主主主し。

(M) 葉は革質にして滑沢。

O冬芽毛

単細胞毛又は多細胞毛，外見白色，内部淡補色， 先

端部に少しく存在する。 (第 49 図 L 70-130. B 10 

-15) 

0校条毛

第 49 図

- 25 ー
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イ下在 し危いの

42 いぬつげ Ilex crenata Thunb. もちのき科

C採取地高島試験林

O業毛 ( 1946.8.9. )

単車Hl胞毛 L敏毛) , 外見白色， 内部無色， 両面共基音1\及び葉

柄 I亡イf在するつ (第 50 図 L 300-400 , B 20-25) 

0冬芳三毛

葉毛に同じっ

O校条モ

l 年生校l亡密生し，葉毛に同 じ。

第 50 図

JI ;" ,',1 
kl(1 

43 そよご Ilex ρedunculosa Mig. もちのき科ー

0採取地高島試験林

O~思毛(1947 . 9 . 5 . ) 

単細胞の斑点状の症毛で外見白色，内部1w，色，若葉裏面に稀

に存在する。 (第 51 図 L 130- 200 , B 15-20) 

(S) 記載注し。

第 51 図

(K) 両面共に王子j骨。

(Y) 新茎は紫色，短毛を帯ぶ。

0冬芽モ

符生し p 葉毛 Jて同じ。

O校条モ

幼茎先端部Iz:.~請に存在し，業毛に同 じ。

第 52 図

44 はぜ Rhus silvestris Sieb. et Zucc. うるし科

0咋1良地 ブミ正試験林

om毛(1947.9 .6. ) 

多細胞毛，外見白色， 内部褐色， 両商に存在する。(第 52 図

L 200- 400 , B 20-25) 

O冬芽毛

多細胞モ，内部茶褐色 ・ 黒褐色 ・ 淡褐色等種々の色彩を旦し， â詫毛札

I亡似ている。

MMH
U
 



樹木の毛茸図説 (1) (倉田 ・ 中 卒) - 27 ー

0校条毛

1 年生及び 2 年生枝に存在 し ， 2 年生校では践補色及び去l訴局色を呈 し， 冬芽毛に同じ。

45 ぬるで Rhus jarvanz'ca L. うる し科

0採取地大正試験林

O葉毛 ( 1947. 7 . 7 . )

多細胞の曲毛 (Krümmhaare) ， 外見白色，内部無

色又は淡掲色， 裏面は表面より長〈 且密生する。 表而

に頭状毛 ( C ) 存在し，頭部は淡褐色で，成葉にえにる ‘

K従って脆落し存在しない。(第 53 図 A-B L 200 

- 300 , B 18ー23; C 

O冬芽毛

葉毛K同じ。

O校条毛

業毛に同じ。

L 40- 70 , B 30-40) 

第 53 図

A B 

後

軍
C 

46 つげ Buxus microρhylla Sz'eb. et Zucc. var. suffrutz'cosa Makino 

第 54 図

(M) 記司主なし。

O冬芽毛

つげ科

0採取地大1E見本闘

O葉毛 ( 1947 .7.28 . )

単細胞毛，内部無色又は淡褐色 ， 全面i亡斑点状の小さい突起

がある。表面の基部に疎生する程度で裏面には存在し泣いっ

(第 54 図 L 100- 200 , B 10-15) 

(Si) 記ヰ占なし。

:;5j'-包先端捕)1亡疎生 し ， 3iE毛に同じ。

O校条毛

若校 11:.'lf，'生し，葉毛に同じ。

47 支那あぶらぎ り Aleurites f01'd�' Hemsel たかとうた、い T;;j

0採取地 大正見本闘

C葉毛 (1944.7.23. )

単細胞毛， 内部淡褐色叉は無色，概 し℃後者に属する も のが多い6 斯かる形態のT形毛 (T



、
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-Haar巴 〉 の多く の柄 (Haarstiel) の部分に Ring zelle (輪車IH胞 B ) 及び柄部に若干の細胞

を有 し， 長短何れか毛柄部を有する。然し本毛茸は柄部がない。 T形毛と いう よ り Y形毛 (Y

-formige Haare od. Malpigische Haare ) とい う方が適当か も知れぬ。 (第 55 図 L 500 

- 600 , B 35-40) 

(Y) 表裏両面共倣葉H寺は毛筏生するも ， 漸次l此落して21三j骨葉と なる 。

O冬芽モ

単細胞の樫俸状毛 (Keulenhaar) 及びT形毛が混在する 。 前者は本未時間大型， 外見褐色，

内部 も全体抱色左呈 し，点々 と黒褐色部があ る。 . (第 56 図)

0校条毛

単細胞のT形毛 ， 全体褐色を主 し， 先立/蹄15K少しく存在する。

第 55 図 (1\

第 56 図

第 55 図 (2)

(Marsilia elata) 

(nach Keller) 

48 あかめがしは Mallotus júφonù;us Muell. arg. たか と う だい科

0採取地 大正試験林

O葉毛(1947 . 8.10. )

星状毛 ( A ， B ) 及び腺毛 ( C ) ，前者の制胞数 8-12 箇で， 10 箇が最も 多く ， m主毛は 8 裂

する。放射状毛は無色で宰泡 ( D ) がる る。 腺毛は淡黄色を呈する o (第 57 図 A-B L 100 

-350 , B 27-33; C D 90-110) 

(S) 撤葉は鮮紅にして星形の徴毛を以て蔽は るるも， 老葉は深緑色と なり裏商にのみ少

毛あ り。

(K) 撒薬は星状毛をき密生し， 後に毛茸を失ふ。

• 



樹木の毛茸図設 ( 1) (食間 ・ 中司王) - 29-

(M) 幼葉は特に紅赤色の紙毛を筏被。

O冬芽毛

放射状毛~叢モ，外見褐色，内部褐色，基部濃褐色を呈し，全休に密生する。(第 58 図

L 100-350 , B 27-33) 

O校条毛

1 年生枝に密生し， 2 年生:伎にも残存する。冬芽毛に同じ。

第 57 図

C 

第 58 図

、

A B 

49 せんだん Melia Azedarach L. var. jaρonz.ca Makz.no. せんだん平;1'

0採取地大正見本国

O葉毛 (1947.8.9. )

単細胞毛 ( A ， B ) ，双毛 ( C ) ，頭状腺毛 ( D ， :E, F ) , 樹校状毛 (G) の 4種がある。

単*Iij胞毛は沈毛で曲毛状，内部無色。双モは稀に存在する。 D-F は内部無色又は淡紫色で

時Kはi農紫の点がある。 G は主として葉柄，葉脈上にあり ，内部無色，分枝は各階 3本宛射

出するようであるが確言出来ない。(第 59 図 A-C L 100- 400 , B 15-20; D-F 
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第 59 図

「
B 

可
D 

4を
堂監

A C E 

L 40- 80, B 30-40; G L 80- 120 , B 10 

-20) 

(K) 事故葉両面掲色，軟毛密生 ・ 冬芽に軟モ

密生

0冬31二毛

単細胞モ， 外見白色，内部無色。 検鏡 したモ茸

rl~ %は屈曲 し，残 り 1/3 は直毛状を 呈してい

たっ (第 60 図 L 100- 400 , B 20-30) 

0校状毛

1 年生校に与野生し，冬芽毛に同じ。

G 

F 

~t 60 図

¥!:!) 

A B 

50 ちゃんちんもどき Pou�artia Ford�' Hemsl. せんだん1';1'

0採取地 大正見本閤

O葉毛(1944. 7 . 10. ) 

C 

単車11I胞毛 C A ， B ) 又は多細胞毛 C C ) ，突起を有するものもるる。 即ち庇毛の 1 種っ 内部

力l~色叉は全休淡黄色・ 賀補色を呈するものがある。表師に多〈裏面に少〈旦JJJl\上に多いの (第

61 図 L 80- 150 , B 20-25) 

CY) 表面』反上短毛あ り， 裏面1反ーとにも少 し く之を有す。

O冬芽毛

、 単車fH胞モ，外見淡補色，内部全体淡褐色。 C第 62， 図 L 8C- 200 , B 10-15) 

G校条毛

1 年生校I亡存し，冬:51.主毛k同じ。



樹木の毛茸図説 (1) (会問 ・中卒)

首l; 62 図

第 61 図

A B C 

A B 

51 しんじゅ Az�nthus altz"ssima Sωingle. にがき科

0採取地大正見本国

O~毛 ( 1943 .8.15. )

-31 -

C 

単細胞毛 ( C ) , 極めて稀K多細胞毛がるる。 内部無色 ， ~泡部を有するものもある。更に

若葉の表面特に諜JJ)fU二には多制胞列毛 (Mehrreihige Haare--A , B , C ) がある。 とれ

は毛茸ではあるが，斯かるものを頭状腺(K�pfchendr�ssen) と言う。基部倒色， 頭 状 官I1

( B ) は赤色， 時.には淡授叉 kt無色。葉面上の赤い斑点は肉眼で、も見得るが 3 とれはその頭状

第 63 図 第 64 図

B C 、 川 1 1

A D A B 

音11である。腺毛は葉柄 ， 茎 tとも存在するが，毛柄は若葉の も むより 長い ( A)o ' 哀ー聞に は毛茸

少 し就中頭状l脱毛は極めて少い。(第 63 図 A-C L 70- 140 , B 50---60, D 50ー110 ; 

C L 300- 600 , B 20-30) 

(S) 記i!武志しっ
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(Y) 葉柄 ・ 葉縁及表面脈上に白曲毛を生十。茎には上向して曲りたる白毛密生す。

O冬芽毛

単細胞の曲毛，内部淡褐色で、基部は濃い。\第 64 図 L 100-400 , B 20-27) 

O校条毛

1 年生校に残存し， 冬，芽毛に同じ。

52 からすざんしよう Fagara aUanthoides Engl. へんるうだ科

。採取地 大正試験林

O葉毛 (1947 .8.10. )

第 65 図

単細胞毛，外見白色，内部無色又は淡褐色若葉裏面及葉柄部

に少しく 存在する。(第 65 図 L 150- 300 , B 15-20) 

0さら芽毛

少しく存在し3 葉毛に同じ。

O校条毛

1 年生校先端部に少し く存し，葉毛に同じ。
曹

53 青島とげなしにせあかしゃ Robinia Pseudaca秣 var. Bessoniana Nichols. 

月it 66 図

B 
A 

まめ科

0採取地大正見本国

O葉毛 (1944.5.12. ) 

多細胞毛， 成毛では内部全体褐色のもりもあるが多くは~g~

色。若葉は毛茸は極めて多いが，ヨた第に消失する。本毛茸は単

細胞毛の如くであるが， 基部に輪状細胞のある多細胞毛であ

る。有色毛，無色毛の何れも輪状細胞のみ無色を呈する特色が

ある。落毛vl祭は此の部が残存 し，上部のみ脆落するものであ

る。 (第 66 図 L 70- 300 , B 10-15) 

0冬芽毛

多細胞毛，外見白色，内部全体淡褐色，基部に小さい細胞 6-15 箇がある。 刺のある「に

せあかしゃ j よりは細胞数が多いので ， 識別点となる。 (第 67 図 L 200-650 , B 20-20) 

O校条毛

1 年生校に存在し，冬芽毛に同じ。

〔註〉 とげなしの「にせるかしゃ J 類には数種革うるが，と の品種についてはあまり知られて



樹木の毛茸図説 (1) (倉田 ・中卒)

い友い。特に夫々の学名は殆ん ど知っている人がいな

い。筆者 (倉|王1 ) は昭和 23 年 2 月色々手を尽して漸

〈知り 得た資料を参考の為記載してゐ< 0 í にせあか

しゃ J (Robinia pseudacacia L.)が日 本に輸入合され

たのは，かなり古いようでるるが ， 現在繁殖している

ものの元祖は明治 7 年 (明治 8 年とも言われている

が) 渡来したものである。

刺のないものがあれば大変都合が良いと 日 頃考えて

いた「にせあかしゃ」の苗木養成者， 初代柳常八氏は

自己の苗畑 (千葉県1 か ら比較的刺の少いものを撰

び ， 之を親として接木して増殖 したのが始まりであ

る。併しとれは先祖返りをする欠点がある。親と同じ

< R. psεudacacia L. である。

- 33-

第 67 図

と れと }J IH亡白沢保美博士が明治 44 年日英博覧会に出席され，英国から持ち帰えられたもの

が 「とげ友しにせあかしゃ J (R. pseudacacia L. var. umbraculifera DC. )で， 現在親木が

目黒の林業試験場温室脇に 2 本ある。革宥は以後との樹を「英国とげなしあかしゃ」又は 「英

国とげ友 し 」 と指称し，又斯く [1ヂぶ と とを提唱 したい。

更に白沢博士は大正 4 年青島え渡られた時，持って来られた「とげなしにせあか しゃ」は現

在は林業試験場化学研究室の後f'[. 1 本あるが，学名は R. pseudacacia L. var. Bessoniana 

nichols. である。との母:樹から接穂を採って大正 9 年に明永久弐郎氏が接木され，今日処k f'[.

植栽されているのが所謂「青島とげな しにせあか しゃ」 である。筆者はとれを 「青島とげな し

あかしゃ J 叉は「青島とげな し J と指称すると と を提唱 したい。

54 にせあかしゃ Robz'n z"αρseudacacia L. まめ科

0採取i也 大正見本闘

O葉モ(1944.5.12. ) 

2 箇の細胞から在る。 内部全体褐色又は無色で ， í とげ左

し j と酷似するので図は省略する。

(S) 記îl長友し。

(y) 葉両面殆しど毛注 し。葉柄は茎と同 じ毛を生すっ。茎

に上向 して曲れる毛密布す。撤葉は葉)'1にも白毛密

ヰñ し~!Fì 々白く見ゆ。

0冬芽毛

第 68 図
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多細胞毛，外見褐色，毛茸全休淡補色， 碁音11のノI、細胞数は 4-6 箇。 ï とげなし」より少数
• 

(約 1/2)なので識別し得る。(第 68 図 L 200--600 , B 20-30) 

O校条毛

1 年生校K存し，冬芽毛K同じ。

55 ふさあか しゃ Aca秣 dealbata L. まめ科

第 69 図 O採取地高島見本閤

O~毛 ( 1947.9 .4. ) 

単市III胞毛， 外見 |主i色，内部無色，班点状の庇毛で，

両耐に存在する。(第 69 図 L 150- 300 , B 15-

20) 

0冬芽モ

密生し，葉毛に同じ。

O校条毛

U1ミ生枝， 2 年生枝に存在し，葉:毛に同じ。

56 さし、ヵ‘ち Gleditschia jaρonica Mz'q. まめ科 I

0採取地大正見本園

O~モ (1948.5.7. )

単細胞毛で敏があり，外見白色，内部無色叉は淡褐色， 裏而

脈上， 表面及び3iE柄に散在する。

B 10-20¥ 

(Si) 同町~+i骨。

(M) 薬取hVC は短毛疎生す。

O冬芽毛

(第 70 図 L 70- 250 , 

芽包先端部1'L {f在 し， 葉毛 I亡 It] じ っ

O校条モ

若校K協R生し，葉毛に同じ 。

第 70 図

57 ねむのき Albizzì‘α ]Ulz'b1カsùz Durazz. まめf;;f

。採II~)也大iE試験林

O~モ ( 1948. 7 .8. )



樹木の毛王手図設 ( 1) l倉削 ・ 中平)

単細胞毛， 外見白色， 内古1)1!民色又は淡招色， 全国K班点状の

小さ い突起がある。表高共にイr在し ， !f:，'Jーに葉縁に平針生するつ

(第 71 図 L 100- 300 , B 10-15) 

(Y) 記i院なしっ

(Si) 裏凶iは一様に或は主脈J-.に微細なる自℃をID!1生せり。

(M) 記i!武友しっ

0冬芽毛

葉毛i'C 1寸 じっ

C校条毛

芳枝うと計品îHí にイμE し， ~モ l亡同じ。

jjt 71 図

- 35 ー

58 やまはき， Lesρedza bicolor Turcz. var. jaρonica Nakai. まめ利

0採取地高島v試験林

O葉毛 ( 1947.9.6. )

単細胞毛 ， i炎青色 ， 淡紫色又は無色。両両~jlせに多

く 存在す る。 成3思表商は lJýt決してイf在しなし 、 っ (抗

72 図 L 67- 200 , B 13-20) 

(lVI) 表耐はひJめ微毛あれども後1n~ ニ'E， 説的iは淡

l守く微もあり ， 或は賄んどJH~毛っ

0-4S芽E

新生し ， ~毛に同じ。

O校条毛

I 年生枝l亡符生し ， 3iEモに同じぅ

59  かはちのはぎ Lesρedeza Kaωachia Nakai. 

ま め 1;.;

GI末取地 高島試験林

Oì~毛 ( 1949 .7.15. )

単細胞モ， 外見白色 ， 内部無色叉は淡褐色， 表ぷ共にイ{-{C:

し， ととに主主凶{及び業mに平校生する。 í やまはぎ j よ り 多毛で

若葉に さわると ビロードの感じがするつ ('U� 73 図 L 150-

,500 , B 10-20) 

(lVI) 裏面は短モ多くして淡白色を主すの

第 72 図

第 73 lZl 

l
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0冬芽毛

葉毛に同じ。

O校条毛

1 年生校では枝K直角に宿生し，葉毛に同じ。

60 やまざくら Prunus donarum Sieb. var. spontanea Makino いぽら科

0採取地大正試験林

O葉毛 (1949.8. 10.)

一列多細胞毛，外見褐色，内部淡褐色，一部淡黒色，両商共

葉j既基部に存在し， 細胞数 4~12t自で るる。 (第 74 図 L 200 

-450, B27-33) 

O冬芽毛

葉モに同じ。

O校条毛

1 年生校先古精pK密生し，葉毛に同じ 。

第 74 図

61 おほしまざくら Prunus donarium Sz.eb. VG1". spontanea Makz.no 

subvar. sμdosa Makino. いばら科

第 75 図 o採取地 大正見本園

0葉毛 (1947.8 .30 )

一列多市!日胞毛 (Einzellreihige Haare) ，外見白色， 内部無

色又は淡褐色，若葉表面脈_1::， ~柄に稀に存在1:..-，成葉にはイ子

在しない。 (第 75 図 L 200- 400 , B 20-30) 

ー O冬芽毛

存在しない。

0校条モ

イ子在しない。

62 そめいよ しの Prunus yedoenszS β1atsum. いばら利，

0採取士山大正見本園

O葉毛(1944 . 5. 11. ) 



樹木の毛茸図説 (工) (倉岡 ・ 中卒) - 37-

単細胞毛 ( A ) ， 又は多細胞毛 ( B ) , 

内部悠‘色叉は補色 ・ 淡禍色，内部に室j臼

がイfーするととがある。表町に毛茸少< , 

}J)fLl:: K多(， 基商には更に 多 くイ子在す

る。(第 76 図 L 150- 400 , B 10-15) 

(y) 毛茸記.1まえ主しっ

0冬芽毛

単細胞毛，外見白色で基部は倒色を呈

し，基音11以外は内部1!!~色っ (第 77 図

L 150- 500 , B 25-30) 

O校条毛

1 年生枝の先端部にイ/-し， 葉毛 t亡同

じ。

第 77 図

第 76 図

63 ニ十世紀なし Pirus S�ensz's L仇dl. var. culta Makz'no. いばら科

第 78 図

~ ど〈

0採取地高島見本園

O架毛(1947. 8 . 8 . ) 

単細胞毛， 外見褐色，内部無色又は淡

制色，両商共に存在し， 長凋したモ茸は

無色となり ， 1骨子状化 (bandartig ) して

い る。一般に棒状毛は内器物質の消失k

fl~い帯状化するものであって ， 樹極によ

っては僅かの時|河内 l亡母休から離れて帯

化するものがある。又逆K斯かる変化が

遅 〈現われるものもあって ， $[ /:1 '，の如〈

フ1>:来の，帯状毛と混同し易い故注意を嬰す

る。 若葉iては帯状毛lま存:(.[ し tJ_ い。(第

78 図 L 260-'-1000, B 20-27) 

O~.=!J三毛

~毛K同じ。

OÆ'主条毛

1 年生枝lζ空白生し ， 葉毛 t亡 l司じ。



、
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64 うしころし Pourthz"aea vz�osa Decne. (Crata'egus vì・llosa Thunb.) 

い iまら宇1.

0採取i也大lE試験林

O葉モ(1947 . 7 .9. ) 

単細胞の局平毛 ， 外見白色3 内部無色叉は淡褐色，両商共に存在する 。 (第 79 図 L 300-

450. B 18-23) 

第 80 図

第 79 図

A B C 

0冬芽毛

単細胞毛， 外見白色， 内部無色， 屈 rUl著しく且内部淡褐色のものもある。〈第 80 図 L 530 

-800, B 20-27) 

O校条毛

冬芽より屈曲茜 し く ， 1 年生校に街生し， 2 年生校には少しく千子在する。

65  びわ Erì‘obotrya japonì‘'ca Lz"ndl. いばら科

第 81 図
0採取地大正見本闘

O葉毛 ( 1944.5.26 . )

単細胞の屈曲毛 ( A入 内部淡賀補色叉は

無色で著しく屈曲し く 字形をなす もの C B )

がある。基商に多いが， 表面は脈上にのみ存

在する。但し若葉には両面共iて多 く 存在す

る。 (第 81 図 L 500- 600 , B 20-25) 

CY) 両面共に白柔毛密布す。



0冬芽モ

葉 .:f: VC 同じっ

O枝条毛

樹木の毛茸図説 (1) (倉問 ・ 中卒)

1 , 2 年生枝 1<: 平行生 し， 業毛に同じ。

66  かなめもち Phot仇z'a glabra Maxz"m. いばら科

0採取地高島見本圏 第 82 図

O葉毛(1947 . 9 .4. ) 

単細胞の曲毛，外見白色，内部無色叉は淡縞色，若葉表面k

11t生 し，漸次耽?みして 3 成業には存在しない。 (第 82 図

L 300- 400 , B 20-25) 

O冬芽毛

先端部に存在し， 3Eモに同じ。

C校条毛

幼茎先抗措rGvc l/tilと存在し，葉毛に同じ。

67  すずかけのき Platanus oyz'entalz"s L. す歩かけのき科

0採取地大正見本隊l

O葉モ ( 1944.5 . 3 . ) 

- 39 ー

多細胞の分校毛 (verzweigte Haare) ，又は桜lÆ'主状毛 (Tannenbaumhaare od Kande la匂

belhaare) とも言われる代表的毛茸の一つ。 毛杯j をI=ll ，ひとして一節ーから 3 筒宛放射状に分校

する典型的のもの及び不規則的に分校を /-1 11 すものとがある。毛茸内部は無色. 主砲を有するも

のもある o (第 83 図 L 400-550 , B 20-30) 

0冬芽毛

多細胞毛，外見白色， 内部補色，樹伎状毛であるが，~毛程明瞭な樹形を示さえ主い。 (第

第 83 図 第 84 図

、、~
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84 図 L 400-530 , B 20-30) 

O技条毛

1 年生校に密生 し， 葉毛に同じ。

68 もくれん Magnolia Wzflora Desr. も d れん科

0採取地 大正見本圏 第 86 図

。葉毛 (1944.5. 2. ) 

多市1 1 1胞毛，内部無色， 基部細胞 ( B ) ，愉市IH胞 ( R )

を有するのは鰍葉。 備毛茸の存在は殆んど葉j脈上に限

られ， 他には存在 し友い。 (第 85 図 L 400- 500 , 

B 20-27) 

(S) 毛茸の記載えにし。

O冬芽毛

単*111胞毛，外見白色，内部無色で甚だ長大訟のもあ

る 。 (第 86 図 工 200-900 ， B 20-30) 

0校条毛

幼茎 VC 'lf，:生し， 2 年生枝にも存在する。冬芽毛K同

じ。

第 85 図

/乞5ニ
.-?ニ戸~

/一言:; (R)
〆y

日

69 ほほのき Magnolia obovata Thunb もくれん科

0採取地大正試験林

O葉毛 (1944.5. 17. )

多市111胞毛 ( A) , 基部 ( a ) は補色， 上部 ( b ) は無色。 との有色 ・ 無色の境は中間細胞

(MitteJzelle-M) によって両分される。 rl~間出111胞の先高官昔日分 ( b ) のみ萎凋 ・股落すると と

がある。 但しとの中間細胞は Cucurbitaceen の MitteJzelle (B , B' ) と同類か否かは未確

定である。表面は無毛。(第 87 図 A L 400- 650 , B 10-15; B L 100- 200 , B 15-

20) 



. 

樹木の毛茸図説 ( 1 ) (倉聞 ・ 中卒) - 41-

CS) 記ílまなし。

(K) 上面は王円骨 ・ 下回f'L~白色の市fA軟毛を疎生し， J.民1::. f'L 1r;J:*fAき綿白色の 長1飲毛を生

十。

CY) 幼葉には毛を有すっ

O冬芽毛

少し存在し ， J~毛 C A ) に同じっ

O校条モ

少し存在し，冬芽毛よりノj 、 さし 他は同じ。

A 

O伎条毛

第 87 図 (1)

A 

第 87 図(め

Haare Cuourbitaceen mit Mittelzell巴 (X)

Luffa C ucum IS 

"X 

B 

'---.J 

B' 

70 おがたまのき M�:helz"a C011ψressa M�im. もくれん科

第 88 図

B C 

0採取地高会n営林局見本閤

O~毛(1944 . 5 .17. ) 

単細胞毛 C A ， B , C 入 内部全体制色。 表面ー

には装商より甚だ砂い。 但し撤葉では両商共に密

生する。 c第 88 図 L 80- 2CO , B 20-25) 

CY) 新薬は葉縁 ・ 葉裏 ・ 主脈の下部及び葉

*îj f'L毛密生す。

0冬芽毛

単制胞毛でタト見茶褐色，内部全休初色っ葉毛K

l司じ。
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1 , 2 年生校に稀!'C存在する。葉毛に同じ。

もくれん科ゆりのき (はんてんぼく ) Lzriodendron tulかがera L. 71 

高島見本国

一列多細胞の曲毛，分校

L 250 

0採取地

B 20--70) 

第四図

存在 し友い。

O;{交条モ

存在 しないっ

h
h
n
il
ll
i
-
-

もくれん科Magnoli‘'a grandiflora L. たいさんぼ く72 

\ふ

第 90 図

L 

大正見本国0採取地

0葉毛 (1947 . 9.12 . ) 

一列多出!日胞毛，若葉では外見淡色，内部主-t~

色又は淡持j色。成葉では外見濃褐色，内部渇

漸;:j，くl虎落し若葉表面には疎生するが，色。

て 3 成葉には存在しない。若葉 ・ 成葉共裏面

B 20 330ー750 ，(第 90 図には4寄生するつ

円
L

0冬芽毛

結生し，~モ Iて同じっ

。校条毛

1 年生校に密生し，葉毛に同じ。

まんさく科1;-z"qzez"d，αmbar styrac�lua L. あめ りか偲73 

高島見本園0採取地



樹木の毛茸図説 (I) (倉岡 ・ 中卒) - 43-

O~毛(1944.5.27 . ) 

単細胞モ，稀に多制胞毛 (細胞数 2~3 箇 ) がある。内部無色又はj淡熱補色で ， 屈曲し且つ

沈を有するものがある。裏面毛茸 ( B ) は衣耐毛茸 ( A ) より太く且庇を有するととがdうり，

又多細胞毛のととがあ るつ (第 91 図 L 150- 500 , B 15-25) 

0さら穿モ

単細胞モ，内部無色，台湾楓の毛茸より小JI予で ， 少しく存在 し，モゴFの採取は困現Ilである。

(第 92 図 L 100-200, B 10-17) 

0校条モ

1 年生校は単車J[j胞壬で，淡褐色であるが，稀にイiミどi::する。 2 年生校には1-f.在しな いの

第 92 図

第 91 図

# 

A 日

74 たいわん楓 Li‘quìdambar formosa Hance. まんさ く利

0採取地 高島S，!.本|刻

。葉毛 ( 1944 . 5 . 12. )

単細胞モ (. B ì 及び双モ (A ) の 2 種がある 。 但し双毛は若枝先端f部に ( B ) と混在する。双

毛 (Zwillingshaare ) 又は二重毛 (Doppelhaare) は同ーのものとされていて ( C ， D ) ， 筆

者・の言う双モは Zweizellige Haare と言うべきであろう。 併し外毛 (Auβenhaar ) 及び内毛

第 93 図 第 94 図 (1)

ァ、VPI 7. p.: lh gρ 日 :;t ~ T e Dop:)elhaare 

Metrosideros tomentosa Cisrus monspèliens出

Autzenhaare - ー ‘ ・

A B 

'nach Keller' (nach Guttenbergl 
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止
問

第

伊九
四

第 95 図

四 BasaIzelle 可途\

(nach Hanausck) 
A B C 

Erigeron a}pinum 

( Inn巴nhaar) よりま主るを二重毛と称し，双毛を並列 2細胞毛を指称する詰ーとした方が好適と

考える。(第 93-94 図 L 100- 100 , B 20-25) 

(Y ) 葉両面共に毛粗生 ， J股上には粉々多し。葉仰には Itll毛あ り 。続不r-jす。

O冬芳三毛

単細胞毛，内部基部褐色，時Kは全休補色叉は淡褐色。(第 95 図 L 100-600 , B 20-

27) 

0校条毛

1 年生校に存在 し， 2 年生枝に稀に存する。葉毛 ・ さら葉毛K同 じ。

75 いすのき Dz"stylum racemOSU1n Sz'eb. et Zucc. まんさく科

0採取地大正見本国

o~毛

放射状毛 . 劉j章毛，外見褐色，内部補色， 若葉の表裏共に存在し， ととに葉柄及び托葉i亡密

生する。細胞数は 16-32 箇で，表面毛茸は裏面毛茸より細胞数が少い。成業となるにしたが

いl陀落泊、失する。(第 96 図 L 60-130 , B 10ー20 ， D 200-230 ~ 

(Y) 葉縁及び葉衰には星毛散生するも，肉~fUc ては不明なり。

(Si ) 葉商平滑なり。

(M) 両商無毛に して光沢無し。

o-t-芽毛

業毛i'C同じ。
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樹木の毛茸図説 ( 1) ( tf悶 ・中卒)

Oi交条毛

若枝先育館官にイ了在し，~モ IC I ， ;J じ。

第 96 図

76 うつぎ Deuかお scabra Thunb. ゆきの した科

第 97 図 (1)
干\

c三Wiシク
之日宝了f

L4Jf' fTJ 
J ペミ」

/¥ 

0採取地 てたIE試験林

0葉モ(1945 . 10.S. ) 

星状モで突起が甚だ多い。表聞の

も のはまfR胞数 3~5 簡で， 4 筒のも

のが最も多く， 裏而では 4~10 簡

で ， 5~7 簡のものが最も多い。基

miのJlIIU二或は共の近くには恨棒状モ

が存在する戸とれは牧野博士が竪モ

と言われているものであるが ， 詳細

K検鏡観察すれば，前記星状毛 と本

質的には同じもので，只細胞中の 1

筒が特に肥大 して宛も 1 箇の細胞モ

と見誤るのである ( C ) O (第 97-

第 97 図 (2)

B 

C C 

第 98 図

/公

97 図 A ， B L 40-90. B 27- 33 , D 100-170; C L 100- 150 , B 15-20) 

(S) 両面に星状をなせる短毛を生 し組槌左 り 。

CM) 両面殊に裏面に微小星状毛を密布 し ， !LúU. 1'L は竪毛を混す; る事あり 。

- 45 ー

C 
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(y) 葉の両面並に裏面に白短毛3密生すっ

O冬芽毛

葉毛に同 じ。

O校条毛

1 年生校K密生す るが， 2 年生枝に少<，~毛K同 じ。

77 しろだも Litsea glauca Sieb. (Neolz�a Si・ebold# Nakai. ) くすのき手; 1

0採取L也 大工出む検林

O~寝毛 (1 947 . 7.9. )

単*11I胞毛，外見褐色，内部淡褐色 ， 装商に多く存在 し ， 2 年

生誕では濃褐色を呈する。表面は老葉になるに従いIlJiと落し， 2 

年生薬には存在しな いっ(第 99 図 L 300- 450 , B 10-15) 

O冬芽毛

単細胞毛， 外見褐色，内部淡褐色，萎凋した扇-'1-'-なものもイr

;{E し他は葉毛に同 じ。

0校条モ

1 年生校にそを生 し， 2 年生枝には存在 し訟い。葉毛に l司じっ

第 100 図

ーザ

第 99 図

1

1

1
1
1
1
1

パ
ハ
ハ
ハ
ハ
U

78  げつけいじゅ Laurus nobilis L. くすのきやi

0採取地大正JL~艮1

O~毛 ( 1944.5.12 . ) 

甚だ少 し 葉脈上K少 し く存在する程度。単細胞毛で， 内部

淡禍色， 成3廷には帯状化したものが存在する。 (第 100 図

L 200- 550, B 25-33) 

(y) ~廷は1nf，毛

O~与芽毛

単細胞毛 ， 外見褐色， 内部会休補色，帯状で振れたものが多

L 、 。 但 し二次的に帯化したものか不明で、あ る 。



樹木の毛苛図形t ( 1 ) (倉 i士l ・ 中卒)

0校条毛

冬芽モに同じ。

79 かなくさのき Benzoù~ erythrocar.ρum Rehd. く すの さ科

0採取i也 大正試験林

O誕毛 ( 1948 . 8.4 . )

単細胞毛で外見白色3 内音111!氏色又は淡褐色， 衣装共に存在

し，ととに脈上に密生する。撤兵I~ f'Lは成葉より多いっ (第 101

図 L 150- 500 , B 10-20) 

(Y) 柄の下聞に微モあり， ~縁及び苫回lJl庇l二毛を散生す。

(Si) 基面は淡緑色lと してj眠!肢f'L少許の (1 モを生せり 。

(M) 基面t"?ì白色を帯びJ鰍き時~汗f'L:~脈K沿て毛多し。

O冬芽毛

~毛に同じ。

O校条毛

1 年生枝先端部に疎生し， 業モ fL lf~ じっ

第 101 図

80 やぶにつけい Cz'nnamomum jaρom'cum Sz'eb. くすの き科

第 102 図
C探II元地 大iE試験林

O~定毛 ( 1944 . 7.7. )

- 47-

単細胞毛，外見白色，内部無色， f秋葉K稀K存在す

るが，漸次萎iT~J脆講する。(第 102 図 L 150ー200 ，

B 15-20) 

( Si ) 記載な し。

(M) 記載なし。

O冬芽毛

少しく存在し，葉毛に同じ勺

O校条モ

イ}マF しない 。

(Y) 表面脈上僅有毛←ーー裏而は幾分白色を帯び

1':密生し特K脈上に符布し顕著なり。
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81 かうぞ Bro11ssonetz"a kazz'noki Sz'eb. くは科

0採取地 高知営林局見本国

O葉毛(1944 . 5 .17. ) 

単細胞毛 (A) 及び頭状毛( B ) の 2 種があ

る。前者は内部責褐色叉は無色で，一見 「き

ささげ」 の単細胞毛に類似するも，本毛主ドは

基部太( ，先高欄時国 ま り且基部j架く陥入 して

いる ととに4折設があり，両面共に存す る。

後者は頭状部が 2 ， 4 及び 8 分され:て ( C ，

A 

第 103 図

1を @選議選参

B C D E 

D , E ) いて ， 淡黄色叉は赤色を呈する。本毛茸も両面に存在する。 向葉柄及び果実にも A ，

B 共に存在する。(第 103 図 A L 400-600 , B 20-30; B-E L 40- 47 , B 30-40) 

(Y) ひめかうぞ ( B. Papirifera Vent. var. japonica Blume) ([)表面短毛密生。毛基

隆起す。葉縁及び裏面脈上毛多く ， 葉肉上には散在す。

(M) かうぞ (B. Kazinoki Sieb) は架裏面に毛少し。

0冬芽毛

単細胞毛，内部淡黄色，葉毛 (A ) に同じ。

O校条毛

葉毛 (A) に同じ。

82 けやき Zellzowa serrata Mak�o. ICれ科，

0採取地大正見本園

O葉毛(1944.5 . 6. ) 

単制胞モ， 基部内部淡褐色叉は無色，両面共毛茸は百件似 している。 熊の爪状 ( B ) ，釣針状

( C ) ， 或は I:q錐形状 ( D ， E ) 等種々形態を異にするものがあるつ(第 104 図 L 50-350 , 

B 15-35) 

( S ) 記載友 し。

(K) 上商一一光沢あり。 下回密軟細毛を生じ ， J.股上に多き も後1'L .2:1勺骨。

(Y) 記寄え友し。

0冬芽毛

単細胞モ ， 外見白色， 内部無色，又は基音rSJ昨日色。 (第 105 図 L 40-250 , B 2ι-30 ) 



樹木の毛茸図説 (1) (会問 ・中 21!)

O~支条毛

I 年生校に存在し，冬芽毛l乙同じ。

第 104 図

第 105 図

υ 人
A B C D E A 

83 あきにれ Ulmus parvびolia ]acq. Kれ科

01*耳μ包高島試験林 第 106 図

O業毛 (1947.9.2. )

単細胞毛， 外見白色，内部無色，両面に存在する。

本毛茸の基部は大きい。(第 106 図 L 200- 500 , 

ﾟ 25-30) 

CS) 葉商平滑又は柏組槌主主 人

CY) 表面に殆んど毛なし。業裏主}J)lt上に毛あ

り。

0冬芽毛

先端部K続生し，業毛に同じ。

O校条毛

1 年生枝に密生しs 葉毛に同じっ

B 

84  えのき Celti・"s sinensis Pel's. var. jajうonica Nakai Kれ科

0採取i也 大疋試験林

O~思モ(1948.7 . 12. ) 

単細胞毛 ( A ) 及びー列多細胞毛 C B ， C ) がある。

A Itì外見白色3 内部無色又は淡褐色，表裏共に存在する。

- 49-

B 及び C は外見白色，内部無色又は淡褐色，市rn胞数は 1~4 簡である。 C は先到静B刀で

B より細胞数が多い。 (第 107 図 A 及び B L 150- 500 , B 25-30; C L 100- 200 , 
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B 25-30) 

( S i ) 表面1Ft'骨，長同服J二少許の毛あり 。

(K) 両国後に無毛と主主る， ~秋葉は両面

共に鋳色の短縮毛を与野生し，努1<1亡

下宿iK多い。

(M) 記載なし。

C冬芳三毛

単細胞毛が多く一列多車!日胞毛 lrì ~かい。業毛

に同じっ
A 

C校条毛

1 年生校K存在し，葉モに同じっ

第 107 図

8 
C 

85 むくのき Aρhananthe aSpera Planch. にれ科ー

第 108 図 O陀取土也 大正試験林

0葉毛 (1948.7. 10 . )

単和\j胞毛，外見白色，内部無色又は淡褐色，突起がある。表

裏共に存在し，裏面より表商に多く 4寄生する。 3廷は物を磨くに

Hl いるととが記il売され L牧!L'}博士: 日オヰ直物図鑑〉 且実際にも

使用 されているが (河i王l恭 II/，t士より聞く ) , その形態から見て

成る程とうえ主づかれる。とのような毛茸を鋸毛 (Feil Haar) 

という。 えに~仙の他物でも斯かる毛主ドに属し物を膳(f亡用い

て，好都合の ものが存在するであろうととが予想される。(第

108 図 L 50- 350, B 15-25) 

(Si) 裏商淡緑色に して微却なる白毛を疎生せり。

(M) 記載な し。

C冬芽毛
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葉毛に同じ。

C校条モ

l 年~I~校に存在 し， 葉毛に同じ。

86 赤中くり Castanea crenata Va1'. f. gigantea Mak�o. ぷな科

0採Jlil:h也 高島試験林

。葉モ(1947.8 .18. ) 



樹木の毛茸図説 ( 1 ) (倉悶 ・ 中 "1') - 51 ー

支那架と 同 じく 3 種の毛茸がある。説明は重複を避けるが， 異る点は若葉の多細胞毛の細胞

数 2~1O箇で， 若校では 2~5 簡でる るつ ( B )。又業基及び若枝のIJ泉毛は短柄で ， 頭J伏部は

C , D の虫11 < 8 介されているが，極めて明瞭に観察出来る。(第 109~110 図 L 100-450 , 

B 15-20 及第 110 図〕

C冬芽毛

双毛最も多< , .IT互いで放射状モー叢毛及び単細胞モで，混在する内

O校条毛

1 年生校の先対桔官 lて疎生し， 冬芽毛jr[ fliJ じ。

第 109 図

第 110 図

iiv C D 

A 13 

87  くり Castanea ρubz"nervz"s Schnez"d. ぶな1;-+

第 111 図

、\

A B C 

@ 

@ 
D 

0採取地 大正試験林

O~毛(1947.7.25. )

表面一一放射状毛 ( A ) , 双毛

( B ) 及び単細胞モ ( C ) ，外見白色，

内部Jnf:色叉は淡褐色， 1民 !二に多< 1字

在し ， B , C は A より長大でb

るつ

裏面ー一一頭状毛(D ) 最も多く ，

型いで双モ及び単細胞毛で ， 稀に放射状毛が千í.在する。放射状モの車IH胞数 3~6 筒っ頭状毛の

*IH胞数 4~6 箇o (1;fﾇ 111 図 A L 120- 150 , B 15ー20; B , C L 150-250 , B 18-

23; D D 40-60) 

0冬芽毛

単細胞毛及び双毛， タト見白色，内部基部掲色。~毛 ( B ， C) f'C同じ。
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O校条毛

1 年生校K存在 し， 冬芳三毛K同じ。

88 ζ じひ Sh�"a cusρz'data Makino. (Pasanz'a cusρz"data Oerst.) ぶな科

0採取地大正試験林

O~~モ(1947.7.29. ) 

表面一一基部K単細胞 ( A ) 少しく存

在し，外見白色，内部淡褐色又は無色，

2 c11~生薬K毛茸を見ない。

3昼間一一多細胞毛 ( B ) 及び単細胞毛

( A) 。

第 112 図

多細胞毛は外見白色叉は褐色，内部無

色若は淡褐色，全面に一見蝋状に密生す

る。単細胞モは業服上K散生する。 (第 業弊J
112 図 A L 300-500 , B 25-28; 

B L 20- 50 , B 10- 15 , D 80-150) 
A 

(S) 裏商は次補色にして銀色の光沢あり。

B 

(K) 上商は深緑色.zP:.i'丹，下聞には市rn き鱗片を平寄生し銀白色を韮す。

日

(y ) 葉一一裏面銀白色を呈す。銀色K見ゆるは銀色毛の密布せをに依る。

O各~毛

単細胞モ，外見白色，内部基音jl淡柄色， 共他は古!~色， 3iE毛 ( A ) に同じ。

O校条毛

1('1三生校に存在 し， 多細胞毛 ( B ) ， 単細胞毛 ( A ) 共に存在し . ~毛ーに同じ。. 
89 みづなら Quercus crz's.ρula Blume. ぶな科

0採取地高島見本闘

om毛 ( 1949.7 .13. )

単細胞毛 ( A ) ， 双毛 ( B ) ， 放射状毛 ( C ) ，及び腺毛 ( D ) の H主がある。

A は外見白色，内部無色叉は淡褐色，表裏共に存在し， 表商より 裏面に多い。

B 及び C は外見白色，内部無色叉は淡褐色，“かしは"とととなり表面脈上だけに点在す

るつ C の細胞数は 3~4 簡である。

D は頭状毛で、頭部紫色又は淡褐色; *rï部褐色で撒葉表面に散在 しiijj;:;た萎縮脱落すーる。 (第

113 図 A L 300-700 , B 15-20; B 及び C L 100- 200 , B 15-20; D L50- 100, 



樹木の毛1;:図説 (1) (倉岡 ・ 中卒) -53-

D 20-40) 第 113 図

(Y) 誕の表面には長白モ多く生-t-るも葉

JJ!上には短毛密布するのみにして長

毛を有せや，葉の裏面には脈上のみ

長毛生じ，葉肉部には稀に之を生-t-

るに過き、す.. 

( Si) 鰍葉の両面には友褐色の紙毛密生す

'w るも老葉には下面脈上のみ之を有

し一一。

(M) 長軟毛ありて初め両面に之を平fj くも

V 後には独り裏面j既上のみ残留す。

0冬芽毛

A B D 
単細胞毛だけ存在し，業毛K同じっ

0枝条毛

1 年生枝に単細胞毛及びl操毛の 2 種が存在する。 l政毛は若枝の先端部だけに点在 し漸夫妻縮

!J立落ずる。~毛に同 じ。

90 かしは Quercus dantata Thunb. ぶな科

。採取地 高島見本国

0葉毛(1949. 7. 13.)

放射状毛 CA) ，双毛 (B) ，単車!日胞モ CC ) ，及びIlJJ!. 'モ CD) の4{主が存在する。

A は外見白色，内部1!!~色叉は淡補色，表面に疎生し瓦聞に密生するつ細胞数は 2~8 官;1 で、

第 114 図

A 

@
同

I
】

B C D 
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4~箇のものが最も多く ならがしはより少い。

B 及び C は外見白色，内許II~!~色又は淡褐色，基部褐色， 表裏のj阪上に多く放射状モより

『長大である。

D は頭状毛で頭部紫色，柄部淡褐色を呈し3 若葉の表町だけに散在するが成業となるにした

がって， 褐色となり萎t病院落する。 (第 114 図 A L 200- 300 , B 15-20; B 及び C

L 300- 700 , B 15-25; D L 50- 70 , D 30-50 、

(Y) 葉縁には総毛多く 表商には散生し， 主主商も亦散生するも脈上lては特に多〈生歩るl弘

裏面には一見毛多〈見ゆ，葉柄は特に多し。

(Si) 裏商は鮮1)ミ緑色にして軟き紙毛を筏生せり 。

(M) 初め両面に星世毛を有するも後ち上商殆んど7F-i骨と成 り 独だ裏面のみに星モ空白生す。

O冬芽毛

放射状毛，双毛及び単車!日胞毛の 3 極が存在し，~毛ーに同じ。

O校条毛

1 年生校l亡 A ， B ， C 及び D の H主が存在する。放射状毛には葉毛より長大な叢毛状の

ものも あり ， 市HI胞数は 4 箇のものが多い。 )J泉毛は若校の先端部だけに存在し，漸失脱落f自失す

る。

91 ならかしは Q~tercus aliena BI. ぶな科'

0採取地高。島見本国

O葉毛

放射状毛 ( A ) ， 双毛 (B) 及びJj~t毛 (C)

の 3 :j'重が存在する。

A は外見白色， 内部無色叉は淡褐色p 基

部褐色，裏面にそ託生し表面に疎生ずる。 “か

しは"“みづなら" と ， とと友り表面は漸次

院落して，若葉で、はIVLÇ上に少しく残存する程

度になる。細胞数は 6-12 箇で 8 筒のもの

が最も多く“かしはけより多い。

第 115 図

A B C 

B 11 1'ト見 I~I色，内部無色叉は淡掲色で表裏共則氏上l乙点在し3 放射状毛より長大である。

C は頭状毛で頭部紫色，柄部淡褐色， 鰍葉表面だけに散在するが.成薬と友れば褐色にな

り 萎縮Httr;与する。(第 115 図 A L 100- 150 , B 10-15; B L 300- 400 , B 15'-20; 

C L 50- 100 , D 30-50) 

(Y) 毛は葉縁， 葉表面， 1脈上及び、~~}.民J二K粗生する 。



樹木の毛茸図説 ( 1 ) (倉閃 ・中 卒) 戸、
dFhu

 

(M) 葉裏に白紙毛あ り 。

O冬芽毛

1湖、f状毛，双モ及び単品I A胞毛の 3 ~ffj・が仔在し，帯状化 した ものもある。葉毛K同 じ。

O校条毛

放射状毛 ， 双毛， 単細胞モ及び)脱毛の 4肢が散在 し， 漸::;7(股落消失す。腺毛は他のモ茸より

早 〈 股落するつ葉毛fL同じ。

92 こなら Quercus serrata Thunb. ぶ左手~，

0採取地 大正試験林

O葉毛(1948. 8 .15 . ) 

単細胞毛 ( A ) ， 放射状毛 (B)及び)脱毛 ( C ) の 3 1'亜が存在する 。

第 116 図 A は外見白色，内部無色叉はjjE槌色，裏

間共に存在する。
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A B c. 

B は外見白色，内部無色叉は淡伺色， 裏面

に多く表面には稀K存在する。細胞数は 4~

5 t自の ものが最 も 多い 。

C は頭状毛で 内部無色叉は紫色を呈し ，

若葉の表面に点在するが次第に 萎縮脆落 し

て ， 成3震にはない。 D は C を拡大 したも

の。(第 116 図 A L 200-600 , B 10-20 ; 

B L 100- 150 , B 10-15; C L 50- 100, 

D 25-50) 

(Y) 幼時葉両面共白色剛モ密生し佐1 < 見ゆ るは此腫の特徴とす。表商の毛は漸次消失す

る も， 裏聞の毛は宿イヂす。

(Si ) 葉裏聞に紙毛っ

(K) 鰍葉K白色のー長毛後生老~上面ダffんど .ijS.. 滑，下両に長毛残留，葉柄に淡褐色の軟モ。

(M) 鰍~は両商有毛i仕る も後上面は平滑と成 り下聞は次白色を帯び、伏臥毛を帯ぶ。

0冬芽毛

芳三宮先計蹄~ìL単細胞毛が少しく存在 し， 葉モにl可 じ。

O校条毛

1 年生校に単品IH胞毛及び放射状毛 (稀) が存在する。 業毛K同じ。
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93  くぬぎ Quercus acutz"ssz'ma Carr. ぶ左手;1'

0採取地大正見本国

O~毛 (1948.7.8 . )

単細胞毛 ( A) ，放射状毛 ( B ) ， 一列多細胞毛 ( C ) 及び腺毛 ( Ð ) の 4 種がある 。

A 及び B は外見白色，内部J!!~色又は淡禍色を呈し表裏共に存在するが， 表面は宍第I'CUJt 

p存消失 して老葉にはない。 B の細胞数は 3-6 簡で 4簡のものが最も多い。

C は外見白色，内部無色叉は淡褐色，先対話市刀が裏面だけに密生する つ との毛茸も次第K

萎出:1(11陀落して老葉にはない。

D は類状毛で内部褐色又は無色， 若3廷の表町だけに散在するが漸失萎縮股落するつ(第 117

図 A L 300--4θ0 ， B 10-15; B L 250- 400 , B 10- 15 , C L 150~300 ， B 10-

20; D L 60--150 , ﾐ 25-50) 

( Si) 記載な し。

(K) 架上面初め有毛後殆んど王子十I 'J-， 僅か K.)既にのみI1次出IU毛残留 。 葉柄に短軟毛密生，

1 年生枝軟毛密生す。

(M) 初め軟毛を密布するも後時んど21三十ïJ-と 成る。

O冬芽毛

A 及び B が混生し，葉毛に同じ 。

O校条毛

1 年生校I'L A 及び B が混生 し，業毛に同じ。

第 117 図
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樹木の毛茸図祝 日) (tr問 ・ 中卒)

94 いちいがし Quercus gz�a Blume. ぶな科

0採取地 大正試験林

O葉毛 (1949.7.8. )

放射状毛 (A ) 及びl娘毛 "B ) の 2 種がある。

- 57-

A は外見白色， 内部無色又は淡褐色， ヨ受 i兵共に密生し細胞数 6~14 箇で ， 10 箇のものが

最も多いっ表面は次第に脱落し成~には友いっ 若葉の表聞には細胞数 3~6 箇からなる長大毛

茸が混生するが次第に脱落消失するつ

B は頭状毛で若葉の裏面に散在し，成葉となれば萎縮)jjt落する。(第 118 図 A 及び C

L 200- 300 , B 10-15; B L 60- 65 , D 10-20) 

0冬芽毛

全面K続生するも，宿生のため放射状毛にならす=叢毛状 ( C ) を呈する。

O校条毛

A 及び B の 2 種がある。 A は 1~2 年生校に続生し葉モより長大である。 B は若校の

先端部に散;{r: し，漸ダく脆落泊犬する。葉毛に同じ。

第 118 図

W fi 
B 

A C 

95  、 こる く がし Quercus Suber L. ぶ友不十

0採取地 高島試験林

O~毛 ( 1949.6.30. )

放射状毛 ( A ) 及び店主モ ( C ) の 2 ~主がある。

A は外見白色，内部Jn~色3<:. 1土淡倒色，細胞数は 8~16 ímで 12~13 箇のものが最も多い。

表裏共に存在するが， 議商に多く街生じ友商は次第にIJ5t落消失して， 成葉で、は脈J-.fC残存す
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る。 c は A の基部を拡大したも

の。

B は頭状毛で表面だけに散在し，

頭部は紫色， 柄部は淡褐色を 呈す

る。主として葉脈上に存在するが漸

次萎縮脆落する。(第 119 図 A

L 100- 200 , B 15-20; B L 50 

- 100, D 30-50) 

( Y ) 業縁及び葉表面脈上モあ

り， 裏面脈上亦毛を有す，

表面より 一居多し，業数を

増すに従ひ 両面共毛誠よか

す，毛は皆星状をな す。

O~主芽モ

芽包全面iモ密生し，葉モに同じ。

O校条モ

B 

C 

1"，2 年生枝に放射状毛が密生する。 ζ若枝先端部 l亡はl'îI~状毛が散在し次第に脱落泊失する 。

両者共葉毛に同じ。

96 う ぱめが し Quercus ρht1lyraeoides A. Gray. ぶ友科

第 120 図

A 

だけに残作するつ

受 î i 
B 

0採取地高島見本国

O~モ(1949. 7. 5. ) 

放射状毛 ( A ) 及び腺毛 ( B ) の

2 極がある。

AIま外見淡褐色，内部褐色， 細

胞数は 4~ 10 簡で 7~8 箇のものが

最も多く， 4箇のものには長大友も

のもあるつ表裏共に密生するが， 表

聞は漸次!陀落し老葉には脈上， 葉柄

B I念頭状毛で，頭部は紫色のものが多(， 1部淡補色で，柄部は全部淡褐色である。 鰍葉

の表裏K散在し，裏面よりも表面K多い。成葉と な るに したがい萎縮l段落する。 (第 120 図

A L 150-250, B 10-20; B L 50- 100 , D 15-50) 



樹木の毛11:図形t ( 工 ) (倉 l到 ・中 司王) - 59 ー

(Y) 両面』氏l二及び葉tJkiのみ各縮毛を有田 し s 葉の表面は平滑。

( Si) 両面多毛なるも老葉は殆んど、平滑と左り只葉柄のみに少 し く毛あり。

(K) 鰍葉は両面共に多毛なるも，後に帰んど平滑。

(M) 初め毛あるも後2}三滑となり ーーー。

0冬芽毛

芽包全商lて放射状モが密生する。葉毛 iて同じ。

O校条毛

放射状毛及び腺毛 (頭状毛) の 2 ;f霊があり，放射状毛は 1~2 年生校に密生 し， 頭状毛 11若

校K散在するが，茎の硬化するにしたがい萎縮l陀落する。 両者共葉毛に同じ。

97 あらかし Quercus glauca Thunb. ぶtJ.1";.;1. 

0採取地高島試験林

O葉毛 (1949 .7 . 8. ) 

単細胞毛 ( A ) 及び腺毛 ( B ) の 2 ;f亙 第 121 図

カtある。

に したがって萎凋l段落する。
、予二=ニ7

@

φ
一

A は短柄の不完全 T 型毛， 外見白

色，内部無色又は淡褐色， 表裏共に存在

するが，裏面に多く 3 表面は成葉となる

『ミミι一一一一一一一=-

¥1 

B は顕状毛で内部紫色叉は淡褐色を

呈 し，若葉の表面に散在するが漸次萎縮

lJ5t落するつ (第 121 図 A 及び B L 200- 300 , B 10-20; B L 50- 60 , D 40-50) 

(Y) 徴紅色を帯べる毛を密羽rj し， 日 を経る lに従ひ葉の表面は毛を失ひ ， 葉の裏面には僅

毛密ギri して永く宿存ナ。

A B 
C 

(Si) 裏面は友緑色，幼時は軟毛を生せり。

(M) 表面滑沢，裏面は次白色 ， 1匪モあれ もど無毛千j骨に見え一一。

O冬芽毛

単細胞毛 (不完全T型毛)及び単細胞毛(金I'~犬毛) ( C ) がある。 両者共外見白色，内部無

色又は淡褐色を呈し芽包全面に疎生する。

0校条毛

1 年生校に存在し ， 多芳三毛に同じ。
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98  うら じろがし Quercus stenoρhylla Mak�o. ぶ友利，

0係取地大正試験林 第 122 図

0葉毛 ( 1947.8.9. ) そこ一一一一一-;::='"

単品[ll胞毛 ( A ) 及び 11泉毛 ( B ) が

-=一一一一一γy
ある。

A は短柄 T 型毛で外見白色，内

部無色叉はY9(褐色を呈し，若葉には

表$間共I亡存在するが， 表面は成業

とえE るにしたがい萎凋脱落する。な

刊、ミ修一
B C 

ゐ毛柄音1\は中央より葉の基~r\の方へかたよっている。

B は頭状毛で内部無色叉は淡褐色，若葉の表面iだけに散在し，漸次萎縮脆落する。(第 122

図 A L 300- 500 , B 15-20; B L 60- 100 , D 40-50) 

O冬芽毛

単細胞毛 (単柄T型毛) でJ\t毛 i乞同じ。

O校条毛

若校の先端音11 V'L単細胞毛 (短1jÆj T型毛) ， m~毛及び放射状毛 ( C ) の 3種が存在する。 単語1 11

胞毛及び11泉毛は葉毛K同じく， C は内部無色叉は淡補色を塁 し，細胞数は 4~8 箇で他の毛

茸の中に稀K存在する。(第 141 図 C L 200- 300 , B 15-20) 

99  やまはんのさ Alnus h�suta Turcz. var. sz"bz"rz'ca Schneid. 

0採取地大IE見本園

C糠毛 (1944.5 .13. )

かばのき科

大部分は単細胞毛 (A ) で，多細胞毛 ( B ) も存在する。稀に分l波状 ( C ) のものがある。

内部無色叉は淡褐色， r時V'L ~さ泡 ( V ) を含むつ (第 123 図 L 100-550 , B 1 -27) 

( S ) 葉商!阪上及j庇阪K微毛あり 。

'(K) 葉下商殆んど平滑叉はIDl~毛，服J二又は!即肢に生歩。

(Y) 濃の毛茸記íl式なし。

0冬芽毛

多細胞毛叉は単細胞モ3 外見白色であるが，内部は全て淡禍色を主し，処々に室、泡がある。

(第 124 図)

0校条毛



樹木の毛茸図説 (I) (tf問 ・中 卒)

第 123 図 (1)

川
附
問問
問

品
川
訓V

A 仁 A B 

多細胞モであるが， 稀に単細胞毛もあ る。 内部黒褐色;を 呈

し， 1 年枝には鰐生し，漸共 2 ， 3 年枝と 少くなり， 4 年枝で

は認めない。幼校lとは筏毛がある。

-61-

第 123 図 (2)

vergr白tzert

R C 

第 124 図

100 あかして Carpz"nus laxzflora Blume. かばのき科

0採取地大正試験林

O~毛 (1944 . 5 .17. )

単細胞の庇モ ( A ) は納長 く 糸状 (fädig) ，内部無色， 菱商に多く， 表面に少い。頭状毛

( B ) は頭部多細胞で褐色，有柄，表商j既_I-. fて多〈存し ， 裏面には存在しない。(第 125 図

A L 200- 500 , B 10-20; B L 40- 50 , B 25-30) 

(K) 上回殆んど平滑又は肱上にのみ長剛毛を密生，下面は脈肢及j庇上K長剛モを生歩。

O冬芽モ
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第 125 図

警
A B 

林業試験場研究報告第 47 号

第 126 図
モ茸極めて少し 単納胞モ，外見白

色 ， 内部責任色，糸状モ (fadenformige 

Haare) K近い。 (第 126 図 L 200-

500 , B 7-20) 

O校条毛

1 年生枝先立i蹄ß'乙存在する。 単細胞

モ，基部設禍色を呈し，且表町に突起を

有する沈毛である つ

J 0 J はんのき . Alnus jaρonz'ca Sz'eb. et Zucc. かばむき干二i.

0保取土ll!.大正試験林

OJ\~毛 ( 1944.5.20 . )

単利11胞毛 ， 内部基部淡;;在色， 上部Jp.~色， 2さ泡1t~ ( V ) がある。 庇毛l乙属するものもある。

第 128 図

/ 

A B 
C 



樹木の毛茸図説 ( 1 ) (倉田 ・中卒) --63 ー

「やまはんむきJ より毛茸の存在は少いが，脈_I:. I'L多少在する。 (第 127 図 L 200--400 , 

B 10一1日5)

(y) 裏首商î}.脈既J上1:.二少少、しく毛あり， 表面にはF殆古んどど、毛を認めす歩;:

O冬芽毛

単細胞毛，外見白色，内部基部褐色，共他無色，葉毛より大きい。(第 128 図 L 200-

700 , B 15-20) 

O校条毛

1 年生枝に存在 し， 冬芽モ l亡同じ 。

102 あきだ Ostryajaρ01ûca Sarg. かばのき科

第 129 図 O採取地高島見本国

0葉毛 (1949 . 7.11. )

2 種の単純l胞毛 C A ， B ) 及び腺毛 ( C ) の 3種が

ある。

A
H
H
M

闘
H
M
M
M
M
H
M
M
H
H
M
U

'

川
川
川
川
川MM
v

u
u

川
川
U

A 及び B は外見白色， 内部無色又は淡褐色， 表

裏共 I'LID!~生し，脈上に密生する。 B は A より 小型で、

@ 

⑧ 

ある。

B 15ー25; B L 80- 120 , B 10-15; C L 30---

A B C 40 , D 30-60) 

(Si) 儒iEに際し次色の軟毛ある も老来には裏面の服上のみに存し一一。

CM) 上商は初め長モをギrî き後平滑， 謀商j既上のみ有モ。

0冬芽毛

抗
H
H
H
H
H什
川υ

a
n

u
川
川
川
H
U

C は内部淡褐色で若葉の表面脈上 だけに散在 し，

⑮ 
次第に萎縮脱落する。 (第 129 図 A L 250- 600 , 

~毛 (A ， B) I亡 同じ 。

O枝条毛

1 年生設先端部 iて疎生し，冬芽毛K閉じ 。

103 さ(~し lま Carρinus cordata Blume. カ斗まのき存|

0採取地 高島見本国

O葉毛(1949.7 . 11 . ) 

-;yIJ多細胞モ ( A ) ， 単細胞毛 ( B ) 及び腺毛の 3種がある。

A I会外見白色，内部無色叉は淡褐色， 表裏共ぶなのさ よ り 密生し， 細胞数はモ茸の大小に
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よってととなり 2-14 簡である 。

B は外見白色， 内部無色叉は淡褐色

を呈し A より著しく 小型で‘表裏共に

給生する。

C は内部淡絹色，“ぶ友のき"ととと

なり頭状毛で頭部，柄部共に多裂細胞か

らえZ り ，若葉の裏面脹上に散在するが共

第1"[萎縮脱落する。 D は C の頭部を拡

大したものつ (第 130 図 A L 300-

600 , B 15-25; B L 80- 120 , B 10 

-15; C L 60-250 , D 25-40) 

CY) 葉裏は光況強き(絹糸操) 綿毛

を密ギri し，殆ん ど地色見え歩。

i

'

I

l

l

i
-

-

『
i
l
!

l

引
H
γ

U
N
H
H
H
H
H
U
H

H
r
H
H
H
H
H
"
“
い
わM
札

|
川
け
川
川
リ
し

(Si) 背面常に毛を生せり 一一ー。 A

(M) 裏面は長絹毛を布きて1骨格白色を呈し一一。

O冬芽毛

:5J三包金閣にー列多細胞毛及び単細胞モが存在し，葉毛に同じ。

O校条モ

Hl三生校にー列多細胞毛，単細胞毛及びj践毛の 3種

が存在する。 )政毛は他の毛茸より早く萎縮l陀落する。

葉毛に同じ。

104 くまして Carρz"nus carρz'noz"des 

Makz"no. かばの き ;[;;1'

0採取f也大正試験林

O~毛 (1948.7.10. ) 

単mlH胞毛 ( A 、 及び!腺毛 (B ) の 2 種がある。

A は外見白色 ， 内部無色叉は淡補色，“あかしで"

より多毛で表裏共に密生する。

B は内部淡描色で鍬~の表面脈上に散在し，漸次萎

椛"陀落する。 C は B を拡大したもの。(第 131 図 A

L 150- 800 , B 10-15; B D 30-40) 

( S i) 裏面は淡緑色K して1氏l二及肢に軟毛あり 。

第 130 図

-
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川
口
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C 

第 131 図
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樹木の毛茸図説 (I) (倉問 、.中 :Zl~) - 65-

(M ) 脈上に長毛を平[j <。

O冬芽毛

芽包全面に密生し，葉毛 (A ) に同じ 。

Oi支条毛

1""三生枝に密生し，冬芽毛に同じ 。

105 ひめゃしゃぶし Alnus mul#nervz's Call. かばのき科

第 132 図

I~ 

A 

0冬芽毛

単細胞毛が存在 しγ 葉毛に同じ。

O枝条毛

⑧ 
⑧② 

B 

0採取地高島見本国

O葉毛 (1949.7.15. ) 

単細胞毛 ( A ) 及び)操毛 (B) の 2種があ

る。

A は外見白.色 ， 内部無色叉は淡褐色を呈

し表面及び、裏面脈上だけに存在する。

B は内部無色叉は褐色で，若葉の表裏共に

散在するが，次第に萎縮股落する。(第 132

図 A L 300- 600 , B 15-20; B L 50-

70 , D 40-60) 

(Y) 葉柄及葉裏脈上Kは長毛を生じ，

表面には極粗に長毛を生す"。

(Si) 記載なし。

(M) 裏面脈上有毛。

1 年生校に単細胞毛が宿生 し“必ほばゃ しゃぶし"より多毛である。若枝先南端部には!政毛が

点在するが漸次萎縮耽落する。業毛i亡同じ 。

106 おほばゃしゃぶ し Alnus Sz.eboldì・ána Matsumura. かはfの き科 ・

0採取地高島見本園

O葉毛 (1949.7.15. )

単細胞毛 (A ) 及び腺毛の 2種がある 。

A は外見色，内部無色叉は淡褐色， 表商及び裏面脈上だけに点在する。

B は内部褐色， “ひめゃしゃぶし" より大きく若葉の表面服上に疎生するが，次第に萎縮脆
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落して老業には存在 しない。 (第 133 図 A

L 150- 700 , B 15-20; B D 100-120) 

O冬芽毛

第 133 図

芳三包北;)41蹄仰と単細胞毛が存在し，~モに同

じ。

0校条毛

単細胞毛， J腺毛共に若校の先端部K iiJli生す

るが，沌ff~(萎縮脱落する。葉毛lモ同じ。

⑧ 

A B 

107 はまはんのさ Alnus marit�na Nutiαll， かばのき科

第 134 図

A 

⑧ 
⑨⑧ 

B 

0採取地高島見本園

O栗毛(1949.7.15.)

一列多加|胞モ ( A ) 及び腺モ ( B ì の 2 ;r霊が存

在する内

A はタト見白色，内部無色又は淡褐色， 表裏共

に!既 1-.1乙仔在し， 友商)J底上より裏面脈上に多い0

~杯j音1\の毛茸K は耐l毛で， 脈上モ茸よりノj、型のも

のもある。

B は内1~1\ 11!~色叉は淡禍色， 表裏共IL散在し，

弐第に萎縮脱落して成葉にはない。(第 134 図 A

L 250- 750 , B 15-25; B D 60-80) 

0冬芳三毛

--)í1J多細胞毛が少し存在し，業毛lと同じ。

o-{支条毛



与lf '> ~ヨE才剖盟葦 4弔

碍ヨd到達一-~(2)里離 (λ ) 

。手段泊二E官制中コ1盟萱 (W) 

。〆l~韓日星 (S) 

( OOI一OL a '09-0t '1 

コ g 

。内 ~寸平:分

ヨzミ多神0

0::] 倒コF3=輩勺平:身〉〆1 4í

をま芳O

。 Q 工記長1企コ4米盟国 00 

。勺 立を誰

V 

園 田I 鴬) 0 ，ペ ~t，家殺羽 コ4盟主重 図 981 影

勺ミE碍コ4卑査。を-f苦 ;を写~~手当評判 ~挙事幸人込~巣科目梨~::'t。三時ドlE ・ ￥):ヨ土店長α回 91 孫自f{HJW

( ・ 01"01'9v61 ) 号誰O

国辛苦智望 切手王l[çtfO

地軍事事寸・xmz 1a 'qa?s 1J.f,qn.f, V:J.U正lN <}:<}:*~ 60  I 

g V 。てl 剖コ1 三主主主 勺完走玄トコJ神事オn

をミ長特O

0::] 倒ユ1 ヨ-詰E

をま零0

o q ~~酔コ4澗剖盟主~ (W) 

。+:j手 4 ヨ三器

σ耳目;!:-it (2)説書店週fr阻止 ・ 掛金盟才 00 

。-f =?

c, ~多ユミq_ 21 τ「剖{胆ー主コ4報勺タヨ王 (S) 

図予81 ~ (S8- lG ‘ a ' 009-008τ 困

問1 m) 0 そ-f.-司王滋コ4寸訓盟萱 e勺司王粗コ4盟副 。耳目H保管''1手掛$%!，~挙制主ヨ= ':a王 切 αtijUfj時寅

- L9-

(" 01 ・ 01 ・ 91761: ) 壬誰O

枠組持管宮 市干王;Jí~fO

性マ 2 > ・ :J:Jnz ・1a ・qa!s va:J1Jl!QO.f,lS V tÍ.f,V:JiCl1Jld 暴α~~ø 8 0  I 

。::] [gj コ4 ヨz誰 02 __f-苧4:f1，}ÇLヨE溜(;0.宜主主西日1l1'*~nÆ- 2.j砕謀

(金申・回~) (1) :)í~図某を(0:>1ど卿

d 



-68 ー 林業試験場研究寺lif奇策 47 号

110 やまならし POρulus Si・eboldi・ Miq. ゃなぎ科

第 137 図 O採取地高島試験林

O~毛(1945 .10.10. )

単細胞毛，毛茸内部淡紫色叉は無色を呈する。

両聞に;存するが，葉脈上l乞特に多くイ手する。(第

137 図 L 200- 500 , B 15-20) 

(S) 撤葉多毛なるも，老葉には裏面にある

A C 

0冬芽毛

単品111胞毛， 内部黒崎色。

O校条毛

1 年生校に総生 し， 葉毛K同 じっ

のみ。

(K) 両面共に平滑又は木町に長白毛を残留

するととあり。

(M) 無毛，若葉の頃は筏に長絹毛を被る。

(Y ) 記載なし。

1
 

1
 

1
 

ねこゃなぎ SaUx graciUstyla Mi・q. や主主ぎ科

0採取地高島試験林

O葉毛(1947.8.9. ) 

単創n胞の屈曲毛，外見白色，内部無色又は淡補色， 両面に

{J在し， 表聞の も のは裏面より屈曲 してい る。

L 150- 250 , B 15ー20 )

O冬芽毛

~モK同 じ。

O校条毛

先端部K少 しく存在 し， 業毛に同じ。

第 138 図

(第 138 図

T 

I 12 ぎんどろ POρulus alba L. ゃなぎ手卜

0採取地 大正見本閤

O葉毛(1944.5.26. ) 

単細胞の腺毛， 屈曲甚しく長大。 8 >< 10 では描画出来危い。



樹木のも:年図説 ( 1 ) (倉岡 ・中卒)

0冬]三毛。

葉毛に同 じ。

O校条毛

1 年生枝lと残存し，葉毛に同じ。

113 いてふ Ginkgo biloba L. いてふ科

0採取地大正見本園

O葉毛 ( 1947.7 .17. )

- 69 ー

単細胞毛又は多細胞毛，外見褐色，内部淡補色，撤葉は両面は存在 し，成業κはない。(第

139 図 L 250- 550 , B 20-30) 

(S) 記i!誌なし。

(K) 記載なし。

(y) 百店協なし。

O冬~ニ毛

多細胞毛又は単細胞毛，外見白色，内背111!!f;色。

冬:5J:'.fぴ合んど毛茸を欠くが， {憐)'，-うじy-tM音r\K極めて稀K存在する程度である。モ茸は輪状細胞

C R ) を持っている。(第 140 図 L 250- 550 , B 20-40) 

0枚条毛

幼校のうと端に存し，業毛 t亡同じ。

第 139 図 第 140 図 (1) 第 140 図 (2)
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114 とちゅう Eucamz'a zelmo{des Oliv. とちゅう科

0採取地高島見本園

O葉毛(1947 . 8 . 29 . ) 

E、
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単ffi/l l胞毛又は多出IR胞毛 ( B は基部

拡大図) ， 外見白色， 内部無色又は

淡掲色，鰍~は両面共に存在し，成

葉表面はl位落し，裏面にのみ存在す

る。 〔第 141 図 L 250-400 , 

B 20-23) 

(y) 裏面脈上毛を粗生す。

O冬芽毛

単制胞毛， 外見白色，内部無色。

(第 142 図 L 250-400 , B 20-

23) 

0校条毛

幼茎の先端部fL少しく存在 し ， 冬 , A 

芽毛に同じ。

第 141 図

B 

第 142 図

115 きり Paulownz"a tomentosa Kanz'tz. どまのはぐさ科

0採取地高島見本国

O:wJ毛(1948 .9. 10 . ) 

腺毛 ( A ) ;ttt~交状毛 ( B ) 及び刺状毛 ( C ) の 3 種がある。

• 

A は頭状毛で頭部は初め無色でるるが，生長するにしたがって補色になり分裂して 2"，8 佃

になる。 稀Kは 1 伯lの毛茸が2 個以上の頭状部をもっているものもある。若葉は頭状毛だけで

るるが，成葉となるに したがって ， B は新生し A は殆んどが!日と落して萎縮帯状化したものが

1部残存するだけである。

B は外見白色，内部無色で表面に少なし まー聞に省生する。 C は B の発達 し主主いもの

で，漸失樹校状毛に変化する。 (第 143 図 A L 150- 200 , B 20-30; B L 200- 400 , 

B 15-25) 

0冬芽毛

葉が股落するまで・!操毛 t亡沿沿われているが， 落葉期をすぎる頃 ( 11 月中旬 ) Kt.l:ると，頭

状部が萎縮して毛柄の 1部分から刺状の突起を /:1:'1 し， とれがだんだん発達して樹枝状毛lてな

る。(第 144 図〉。叉落葉頃から刺状毛が新生しj とれ治宝中止l枝状毛に発達する ものも遣うる。

O{交条毛

事rr茎は腺毛 ILゐ沿われているが ， 秋から冬にかけて冬芽毛のように.)鹿毛から発達したもの

と， 刺状毛が新生して発達したものと 2種の樹枝状毛が存在する。， 冬芽毛に同じ。
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索引

評判植 物 名|科 名|頁 11 府| 植 物 名 | 科 名|頁

1 \ てまりばな | すいか十ら | 30 さ ざ ん ばト き J 19
21 ir三 まやみ | 3 31 さ 七、 寺、ー !, 

I! , 
3 るめりかきささげ の うぜんかづら tつJ 32 む げ あ ,;3b ・ ひ i 20 

41 < c士 ぎ くま つ づら 4:1 33 ふ よ つ " 21 

5 やぶ むらさき ! " 511 34 けん lぜ な し くろうめもどき 22 

6 むらさきしきぶ | '! 35 む ろ じ む ろ じ 22 

7 はま さぎ l " 36 はうちはかへで 七、 "'- で I 23 . 
8 1 けふちくと う 1 けふちくとう 37 ねぐんどかへで、 !, 23 

9 1 ま ん なとねりと l ひ v、 ら ぎ 門t 38 ど ん T ν、 みつば、 うっさ 24 

10 1 とば の とねりと i λ 81 

39 ま ゆ み tと しき t、号ー、 25 

11 1 ねやみもち | " 8 40 ぎんまさき " 25 

12 ì きんもくせい !, 9 41 も ち の き l も ち の き 25 

13 いぽたのき !, 9 42 ν、 ぬ つ げ 1 " 26 

‘ 14 らいらつく " 10 43 'ーヂ、ァー' よ " 26 

15 ι 今
ァr"、、

qコ き んA さの き 10 44 は -]3" I ぅ る し 26 

16 な ラ〉 k� ぜ つ つ じ 11 45 ぬ る " 
17 ね dり." き | '! 11 46 つ げ 27 

18 し ゃ しゃんぼ | " 12 47 支那あぶらぎ り たかとう だい 27 

19 あ 主1- !, 12 48 あかめが しは " 28 

20 り よ つ ds: り よ う ~~ 13 49 せ ん ?を ん せんだん 29 

21 み づ き み づ き 14 50 ちゃんちんもどき I! 30 

22 くまのみづき " 14 51 し /レ じ ゆ t亡 カt 骨」 31 

23 はなみ づき !, 15 52 からすさ、んしよう へんるうだ

24 さ る すべり み て-, ば ぎ 15 53 予手島 ど lずなし
ま め 32 

にせあかしゃ

25 あ き み み 54 にせあか し ゃ /j 33 

26 ヵ ; ん u ちんちゃうげ 17 55 ふさあ かしゃ " 34 
、

27 み つ ま た " 18 56 さ v、 七、 ち " 34 

28 き ぶ し き ~~ し ]8 57 ね む の き !, 34 

29 い 纊 ぎ り くすどいげ 58 や ま は " 
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約| 植 物 一 名 名 | 頁 | 番号 | 植 物 名|科 名 | 頁

59 かはちのはぎ ま め ちo 七、 し は ぶ 主主 53 

60 やまざ〈 ら レ、 ぽ ら 36 91 友らかしは 11 54 

61 たほ しま ざくら I! 36 92 と 2主 ら 11 55 

62 そめいよしの " 36 93 ぬ ぎ " 56 

63 二十世紀友 し 11 94 いち 固 いカ王し 11 57 

64 つ しとろ し 11 38 95 とる 治宝 し 11 57 

65 び わ " 38 96 うば 'めがし " 58 

66 かなめもち " 39 97 あ ら カミ し " 59 

67 すす"かけのき すすて:かけのき 39 98 うらじろがし , " 60 

68 も れ A レ も れん 40 99 やまはんのき かばの -佐、aー竜，一 60 

69 Y尽 ほ の き 11 40 100 . あ 台、 し で 11 

70 2ーがたまのき " 41 101 は ん の き 11 62 

71 ゆ り の き " 42 102 あ さ だ '1 63 

72 たいさんぼく 11 42 103 さ は し ば 11 63 

73 あめりカミ t風 ま ん さ 42 104 < ま し で 11 64 

74 たいわん楓 H 43 105 ひめゃしゃぶし 11 65 

75 い ー9斗- 見庁ノ、 き !! 44 106 主? ほばゃしゃぶし 11 65 

76 つ dつ ぎ ゆきのした 45 107 はまはんのき 11 66 

77 し ろ だ も すの き 46 108 の 店主 の き る み 67 

78 げつけいじゅ 11 46 109 や ま も も や ま も も 67 

79 かなくぎのき I! 47 110 やまなら し や t;;_ ぎ 68 

80 やぶ lモっけい " 47 111 ねとゃなぎ 11 68 
, 

81 か ， う ぞ わ 48 112 ぎ ん ど ろ 11 ー 68 

82 け や き tと れ 48 113 レ、 て ふる ν、 て ..t. 69 

83 あ ~、2fーv に れ 11 49 114 と ち ゆ う と ち ゆ つ 69 

84 え の 今、ー 11 49 115 き り どまのはぐさ 70 

85 む の き ", 

86 赤 り ぶ 1t. 50 

87 り 11 51 

88 と じ ひ 11 52 

89 み づ 右: ら '1 


